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ど
こ
へ
行
こ
う
？　

何
を
食
べ
よ
う
？

そ
ん
な
と
き
に　

大
活
躍
☆

イ
ベ
ン
ト
や
絶
景
ポ
イ
ン
ト
、
ほ
っ
と
で
き
る

カ
フ
ェ
や
お
食
事
処
、
お
土
産
情
報
ま
で
、
み
と

よ
の
魅
力
を
満
載
に
紹
介
し
て
い
る
市
観
光
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
近
く
に
あ
る
の
に
知
ら
な
か

っ
た
お
店
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
る

け
れ
ど
参
加
し
た
こ
と
の
な
い

お
祭
り
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
み
と
よ
を
も
っ
と

楽
し
む
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
遊
び

に
き
て
、
皆
さ
ん
の
新
た

な
み
と
よ
を
増
や
し
て
く

だ
さ
い
。

2012 世界ジュニアバドミント
ン選手権男子シングルスで優勝し、
日本勢初の世界一となった桃田賢
斗選手。桃田さんにとって故郷の
三豊の存在は「いつ帰ってきても
いちばん落ち着くところ」だそう
です。「みなさんに支えられてここ
まできました。この結果に満足せ
ず、もっともっと上を目指してい
くので応援よろしくお願いします」
と市民の皆さんに感謝の気持ちを
届けてくれました。

三豊市の人口 ※平成25年1月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による世帯数 23,046 世帯（+8） 総人口 67,256 人（-45） 男 32,041 人（-18） 女 35,215 人（-27）

保健・相談

みとよ写真帳 ／ 編集後記

市民力で防災！

市長の市政報告

平成25年 成人式

議会だより

ここ笑み通信 ～子育てするなら三豊が一番！～

みとよHOT ほっとNEWS（ホットニュース）
’s Information　みとよくらしのおしらせ❷

’s  深読みひろば

’s Information　みとよくらしのおしらせ❶

2月のお知らせ

確定申告のお知らせ ／ 確定申告の障害者控除 ／ がん検診など

受賞・委嘱 ／ 国民年金のお知らせ ／ 
市営住宅の入居者募集 ／ 公共施設の見直しにご理解を

募集 ／ 相談 ／ 講座 ･教室 ／ イベント ／ 納税のお知らせ ／ 
マリンウェーブ情報 ／ 国際交流協会

じんけん探訪 ／ 文化財 ／ まちづくり推進隊

予防接種週間 ／ 放課後児童クラブの保育料変更 ／ 
　　  's Smile ふぉとぎゃらりぃ ／ 乳幼児健診など
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民
生
委
員
や
自
治
会
の
役
員

で
あ
る
自
治
会
長
、
福
祉
推
進

委
員
、
防
災
委
員
、
ま
た
、
女

性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
な
み
ず

き
、
長
寿
会
、
P
T
A
、
消
防

団
な
ど
の
各
種
団
体
で
構
成
し

て
い
る
上
高
野
地
区
自
主
防
災

会
。
毎
月
第
2
木
曜
日
に
は
定

例
会
を
開
き
、
年
2
回
行
う
救

命
救
急
講
座
や
防
災
訓
練
の
ほ

か
「
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め

に
は
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
」
と
い
う
考
え
か
ら
始
め
た

交
流
会
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
で
は
、
実
際
に
市

民
が
避
難
所
の
小
学
校
ま
で
歩

き
、
危
険
な
箇
所
や
困
っ
た
点

な
ど
を
確
認
し
、
今
後
の
改
善

に
役
立
て
た
り
、
心
肺
蘇
生
や

土
の
う
づ
く
り
、
救
出
訓
練
な

ど
を
行
っ
た
り
し
て
、
災
害
時

に
少
し
で
も
動
け
る
人
が
増
え

る
よ
う
に
と
、
幅
広
い
訓
練
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
8
年
に
発
足
し
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
も

増
加
。「
避
難
経
路
を
子
ど
も

と
歩
い
て
み
て
安
心
し
ま
し

た
」「
身
の
回
り
に
あ
る
も
の

を
応
用
し
た
救
命
活
動
が
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
、『
自

分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で

守
る
』
と
い
う
意
識
が
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

これからは、もっと訓練の回数
を増やして、内容を体で覚えても
らえたらと、話し合っています。
川の氾濫や土砂災害のおそれのあ
る場所など、地域の実情に精通し
た自主防災組織ならではの具体的
な対策を練って、パターンに応じ
た訓練もしていきたいです。

▲自主防災会本部の皆さん

トップページ右下にあるトップページ右下にある
「三豊市観光協会」のバナ「三豊市観光協会」のバナ
ーをクリック！ーをクリック！

1
班

上
高
野
地
区
自
主
防
災
会

炊き出し担架・搬送水消火器

contents目次
平成25年

広報 2月号

日ごろの練習の成果
を発揮した消防操法

消防長表彰

豊が一番！～

税のお知らせらお知らら  ／

 ／ 
診など診など

市
民
力
で
防
災
!

平
成
25
年

三
豊
市
消
防
団

出
初
式

市
消
防
団
出
初
式
が
1

月
13
日
、
上
高
瀬
小
学
校

運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
田
中
団
長
は
、「
消

防
署
や
自
主
防
災
組
織
と

連
携
し
つ
つ
、
地
域
防
災

の
要
と
し
て
、
重
大
な
役

割
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
団
員

に
訓
示
し
ま
し
た
。
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増
え
続
け
る
福
祉
ニ
ー
ズ

今
、
私
た
ち
は
増
え
続
け
る

高
齢
者
、
減
り
続
け
る
子
ど
も

と
い
う
超
少
子
高
齢
化
社
会
に

い
ま
す
。
三
豊
市
で
は
65
歳
以

上
の
老
年
人
口
が
、
15
歳
未
満

（
中
学
校
3
年
生
以
下
）
の
年

少
人
口
を
追
い
抜
い
て
、
そ
の

差
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
人
類
史
上
初
め
て

の
未
知
の
世
界
、「
超
少
子
高

齢
化
社
会
」
を
歩
い
て
い
ま
す
。

本
市
の
介
護
認
定
者
数
を
み

る
と
、
平
成
18
年
3,
0
9
8

人
か
ら
平
成
24
年
3,
9
4
4

人
へ
と
増
加
し
、
介
護
保
険
特

別
会
計
は
、
平
成
18
年
度
に
は

約
48
億
円
だ
っ
た
支
出
が
、
平

成
24
年
度
は
約
68
億
円
と
、
6

年
で
20
億
円
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
医
療
も
含
め
、
高
齢
者
福

祉
ニ
ー
ズ
は
拡
大
す
る
一
方
で

す
。子

供
は
減
少
し
て
い
る
の
に
、

核
家
族
化
と
働
く
女
性
の
増
加

に
よ
り
、
保
育
所
ニ
ー
ズ
は
増

え
続
け
て
お
り
、
ま
た
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
希
望
者
数
も
急

増
し
て
い
ま
す
。
超
少
子
高
齢

化
に
伴
う
高
齢
者
の
介
護
・
医

療
、
若
い
世
代
の
子
育
て
支
援

と
、
福
祉
対
応
の
財
源
は
こ
の

ま
ま
い
く
と
あ
り
ま
せ
ん
。

「
今
ま
で
」
を
継
続
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
積
み
上
げ
て
い
け
る
財

源
は
、
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
今
ま
で
」
を
一
旦
終
わ
ら
せ

て
「
今
か
ら
」
を
創
り
上
げ
て

い
く
！
そ
れ
く
ら
い
の
決
心
が

今
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

多
す
ぎ
る
公
共
施
設

三
豊
市
は
、
7
つ
の
町
が

合
併
し
ま
し
た
の
で
、
類
似

施
設
も
多
く
、
公
共
施
設
は
、

4
6
6
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

年
間
維
持
費
は
、
な
ん
と
約
36

億
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
同
じ
よ
う
に
建
て
替
え
る

な
ら
ば
、
40
年
か
け
て
も
約

1,
2
0
0
億
円
の
費
用
が
必

要
と
な
り
、
と
て
も
不
可
能
で

す
。

「
公
共
施
設
が
で
き
れ
ば
発
展

し
て
い
る
、
公
共
施
設
は
利
用

が
無
料
」
と
い
う
考
え
方
は
、

昭
和
50
年
頃
の
価
値
観
で
す
。

公
共
施
設
の
運
営
は
、
市
民
全

体
の
税
金
で
行
う
の
で
は
な
く
、

利
用
す
る
人
が
維
持
費
は
負
担

す
る
と
い
う
意
識
改
革
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
私
た
ち
は

私
た
ち
の
た
め
で
は
な
く
、
子

や
孫
も
必
要
と
思
わ
れ
る
施
設

に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
あ
と
7
年
、
国
が
そ
の
7

割
を
支
払
う
約
束
の
、
有
利
な

借
金
で
あ
る
合
併
特
例
債
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
利
用
し

て
や
る
べ
き
こ
と
は
や
っ
て
い

き
ま
す
。
徹
底
的
に
無
駄
を
削

ぎ
な
が
ら
の
投
資
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
、「
田
園
都
市
み
と

よ
」
の
ハ
ー
ド
整
備
へ
の
基
本

的
な
考
え
方
で
す
。
私
た
ち
は

合
併
以
来
、
大
型
公
共
施
設
は

建
設
せ
ず
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
（
基
礎
的
財
政
収
支
）

の
黒
字
を
原
則
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
来
年
度
も
黒
字
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
8
年
間
連
続

で
黒
字
を
通
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
で
合
併
し
た
6

市
の
中
で
も
三
豊
市
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・

学
校
・
給
食
調
理
場
・
火
葬
場
・

三
観
広
域
消
防
署
・
市
危
機
管

理
セ
ン
タ
ー
等
、
新
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
、
建
て
替
え
を
進

め
る
来
年
度
か
ら
は
財
政
運
営

が
厳
し
く
な
り
、
再
来
年
度
は

合
併
後
初
め
て
の
、
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
赤
字
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
し
ば
ら

く
赤
字
は
続
か
ざ
る
を
得
な
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

税
金
で
す
る
の
か

自
分
た
ち
で
す
る
の
か

三
豊
市
で
は
、
そ
の
時
に

向
け
て
職
員
数
も
合
併
時
に

9
5
5
人
い
た
職
員
を
現
在

7
4
3
人
と
2
1
2
人
削
減

し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成

27
年
度
末
に
は
あ
と
57
人
削
減

し
て
6
8
6
人
に
す
る
予
定

で
す
。

今
後
は
、
本
庁
だ
け
で
な
く
、

支
所
も
職
員
数
は
大
き
く
削
減

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
態
で

す
。
財
源
と
市
職
員
が
大
き
く

減
少
す
る
中
で
、
充
実
し
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
う
作
っ

て
い
く
の
か
、
新
し
い
知
恵
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

「
市
職
員
と
財
源
が
減
少
」
す

る
中
で
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ど
う
活
性
化
さ
せ
る
か
」
と

い
う
一
見
相
反
す
る
テ
ー
マ
へ

の
挑
戦
で
す
。

私
は
7
年
前
、「
支
所
も
市

役
所
で
あ
り
前
線
で
す
」
と
、

支
所
を
重
視
し
て
い
く
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
を
皆
さ
ま
に
提
示
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
7
年
の
間
に

前
記
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て

き
ま
し
た
の
で
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
充
実
さ
せ
て
い
く
と

い
う
考
え
方
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
少
し
手
法
を
変
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

す
べ
て
税
金
で
す
る
こ
と
か

ら
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と

は
自
分
た
ち
で
す
る
と
い
う
、

古
く
て
新
し
い
手
法
へ
の
変
化

で
す
。

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
＝

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
の

時
代
は
終
わ
り
ま
し
た

今
か
ら
の
時
代
は
、「
公
共

サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
す
べ
て
町

役
場
が
提
供
し
て
き
た
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
と
い
う
昭

和
50
年
代
の
モ
デ
ル
に
別
れ
を

告
げ
、
超
少
子
高
齢
化
社
会
の

新
し
い
モ
デ
ル
、
つ
ま
り
公
共

サ
ー
ビ
ス
は
、市
役
所
（
行
政
）

だ
け
で
な
く
、
市
民
団
体
も
Ｎ

Ｐ
Ｏ
も
民
間
企
業
も
担
っ
て
い

く
、
役
割
の
多
様
化
時
代
で
す
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
コ
ス
ト
を
大
き

く
削
減
で
き
る
上
に
、
知
恵
や

経
験
の
豊
か
な
元
気
な
高
齢
者

が
、
自
由
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
提

供
側
に
参
加
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な

対
応
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
行

政
が
す
べ
て
を
担
っ
て
い
た
時

よ
り
も
、
地
域
の
活
性
化
が
図

れ
る
可
能
性
は
大
で
す
。

「
支
所
の
充
実
」
は
、
地
域
ニ

ー
ズ
を
す
べ
て
行
政
が
税
金
で

行
う
こ
と
が
前
提
で
し
た
が
、

今
後
の
地
域
活
性
化
は
、
や
る

気
の
あ
る
市
民
が
、
地
域
の
ニ

ー
ズ
を
自
分
た
ち
で
実
現
し
て

い
く
と
い
う
方
向
に
変
わ
り
ま

す
。
こ
れ
が
「
ま
ち
づ
く
り
推

進
隊
」
の
登
場
理
由
で
す
。
ま

ち
づ
く
り
推
進
隊
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
改
め
て
詳
し
く
ご
報
告

い
た
し
ま
す
が
、
財
源
の
な
い

中
、
こ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
方
が

今
の
時
代
の
閉
塞
感
を
打
ち
破

り
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。 

終
着
駅
は
始
発
駅

「
終
着
駅
は
始
発
駅
」
と
い
う

随
分
昔
に
流
行
っ
た
歌
が
あ
り

ま
す
。

私
た
ち
は
今
、
昭
和
50
年
モ

デ
ル
の
終
着
駅
に
い
る
の
と
同

時
に
、
今
か
ら
の
時
代
へ
の
始

発
駅
に
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な

く
て
、
閉
塞
感
に
包
ま
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
新
し
い
時
代

「
田
園
都
市
み
と
よ
」
へ
向
か

っ
て
の
始
発
駅
に
い
ま
す
。
今

ま
で
の
線
路
に
こ
だ
わ
り
、
昨

日
を
懐
か
し
む
の
で
は
な
く
、

勇
気
と
好
奇
心
を
も
っ
て
新
し

い
希
望
の「
田
園
都
市
み
と
よ
」

づ
く
り
に
向
か
っ
て
始
発
駅
を

出
発
し
ま
し
ょ
う
。

寒
さ
厳
し
い
折
、
皆
さ
ま
の

ご
自
愛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

時
代
は
こ
の
瞬
間
も
進
み
続
け
て
お
り
、
私
た
ち
の

住
む
社
会
も
止
ま
る
こ
と
な
く
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
日
の
日
本
社
会
は
、
35
年
程
前
の
高
度
成

長
期
と
言
わ
れ
た
昭
和
50
年
頃
の
社
会
と
は
、
全
く
別

の
超
少
子
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

変
化
す
る
社
会
に
、
ど
ん
な
新
し
い
地
域
づ
く
り
モ

デ
ル
で
対
応
し
て
い
く
か
、私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

市民一人当たりの
延床面積

三 豊 市 ５. ２９㎡

類 似 団 体 ４. ９０㎡

県 内 他 市 ３. ９２㎡

全国市区町村 ３. ４２㎡

公共施設の面積比較

古い公共サービス
ビジネスモデル

新しい公共サービス
ビジネスモデル

公共サービス

公共サービス

行政サービス

行
政

N
P
O

民
間

市
民

0

200

400

600

800

1000

1200

303（人）303（人）

1,013（人）1,013（人）

H24H23H22H21H20H19H18

14,211人
（18.2%）

14,013人
（17.9%）

20,623人
（30.1%）

7,388人
（8.1%）

8,346人（12.2%）
5000

10000

15000

20000

25000

30000

14,211人
（18.2%）

14,013人
（17.9%）

20,623人
（30.1%）

7,388人
（8.1%）

8,346人（12.2%）

S30 H22H17H12H7H2S63S60S55S50S45S40S35

29,984人（33.0%）29,984人（33.0%）

年少人口

老年人口

三豊市放課後児童クラブ登録者数の推移

全国 高齢者1人を支える生産年齢人口数

三豊市人口構成

昭和50年 平成22年 平成32年

2 人2.8 人8.6 人

市
長
の
市
政
報
告
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み
と
よ
で
育
ち  

20
歳
を
迎
え
て

　

平
成
25
年
成
人
式
が
1
月
13
日
、マ
リ
ン
ウ
エ
ー
ブ
で
行
わ
れ
、新
成

人
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
進
行
に
よ
り
、心
に
残
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
新
成
人
5
4
2
人
の
姿
は
、堂
々
と
し
て
頼
も
し
く
、誇
ら
し

い
も
の
で
し
た
。

20
歳
に
な
っ
た

今
の
思
い
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 ☆
周
り
の
人
の
こ
と
を
思
っ
て
行
動

で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
。

 ☆
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
て
る
よ

う
に
す
る
。

 ☆
来
年
度
か
ら
県
外
に
行
く
の
で
学

業
を
頑
張
り
た
い
。

 ☆
わ
た
し
に
と
っ
て
、
三
豊
市
は
20

年
間
住
ん
で
き
た
居
心
地
が
良
い

場
所
。
今
年
か
ら
県
外
に
出
る
が
、

ま
た
帰
っ
て
き
た
い
。

 ☆
保
育
の
勉
強
を
し
て
い
る
の
で
三

豊
市
に
帰
っ
て
、
市
の
幼
稚
園
や

保
育
所
で
働
き
た
い
。

 ☆
今
は
県
外
に
い
る
が
、
三
豊
は
と

て
も
心
が
温
か
く
な
る
場
所
な
の

で
い
ず
れ
帰
っ
て
き
た
い
。
自
分

の
子
ど
も
も
三
豊
市
で
育
て
た
い
。

ふ
る
さ
と
三
豊
へ
の
思
い

目
標

成人を迎えられた皆さん　おめでとうございます！
～ 三豊ふるさと大使からのメッセージ ～

ぼくは 18 歳の時に、三豊
市を離れました。それからた
くさんの人に出会い、たくさ
んの人の支えをいただいて、
今のぼくがあると思ってい
ます。ぼくが一番大切にして
いるのは人と人との「縁」で
す。昨年、三野町の本門寺で

凱旋公演をさせていただきましたが、そのときも
昔からお世話になっている方にお手伝いいただき、
見事成功させることができました。
皆さんも、今隣にいる人、小さい頃からお世話
になっている人、たくさんの人とのご縁を大切に、
社会に出て頑張ってほしいと思います。

要　潤さん 馬渕英俚可さん
皆さんが生まれた 1992
年は、私がオーディション
に合格して東京に出た年で
もあります。皆さんの中に
は自分の夢を追って三豊を
離れた人も、一生この三豊
で過ごしていこうという人
もいるでしょう。子どもの

頃に見た風景やそこで経験したことはずっと消え
ることがありません。ふるさとは温かく、力強く、
背中を押してくれる、そんな存在だと思います。
大人になることは、自由も責任も自分持ちです。
皆さんが自分の信じる道を歩んでくださることを、
心から応援しています。

平
成
25
年
成
人
式

成人証書授与20 歳のメッセージ 司 会

実行委員 受 付

平
成
25
年
三
豊
市
成
人
式
に
出

席
し
た
新
成
人
に
、
成
人
式
記
念

品
（
記
念
写
真
・
式
典
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）・

成
人
証
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

送
付
先
は
、
成
人
式
の
案
内
状

と
同
じ
住
所
へ
2
月
下
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課  

☎
62
・
1
1
1
3
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専決処分の承認（平成24年度一般会計補正予算（第3号））
プロポーザル審査委員会設置条例の制定
駐輪場条例の制定
指定地域密着型サービス等事業の人員、設備及び運営等の基準等に関する条例の制定
移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置の基準に関する条例の制定
移動等円滑化のために必要な特定道路の構造の基準に関する条例の制定
道路の構造の技術的基準等に関する条例の制定
風致地区内における建築等の規制に関する条例の制定
準用河川土地占用料徴収条例の制定
準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準に関する条例の制定
布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の制定
財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正
豊中コミュニティセンター条例の一部改正
都市公園条例の一部改正
税条例の一部改正
放課後児童クラブ条例の一部改正
都市下水路条例の一部改正
市営住宅設置及び管理条例の一部改正
農村地域工業等導入に関する市税の特別措置条例の廃止
山本町いこいの家条例の廃止
字の区域の変更
市道の路線認定
市道の路線変更
平成24年度一般会計補正予算(第4号)
平成24年度国民健康保険事業特別会計補正予算(第2号)
平成24年度介護保険事業特別会計補正予算(第2号)
平成24年度介護サービス事業特別会計補正予算(第2号)
平成24年度集落排水事業特別会計補正予算(第2号)
職員の給与に関する条例の一部改正
人権擁護委員候補者の推薦
証人等の実費弁償に関する条例の一部改正
議会委員会条例の一部改正
議会政務活動費の交付に関する条例
議会会議規則の一部改正
議会基本条例の制定
アスベスト被害の根絶と被害者の救済を求める意見書

原案認定（全会一致）

平成23年度歳入歳出決算認定
　一般会計・特別会計（地域農産物利用促進センター事業・商品券
　事業・国民健康保険事業・国民健康保険診療所事業・後期高齢者
　医療事業・介護保険事業・介護サービス事業・集落排水事業・浄
　化槽整備推進事業・港湾整備事業）
平成23年度決算認定
　水道事業会計・病院事業会計

議案第81号

～

議案第93号

議案第118号
議案第119号
議案第120号
議案第121号
議案第122号
議案第123号
議案第124号
議案第125号
議案第126号
議案第127号
議案第128号
議案第129号
議案第130号
議案第131号
議案第132号
議案第133号
議案第134号
議案第135号
議案第136号
議案第137号
議案第138号

議案第142号
議案第143号
議案第144号
議案第145号
議案第146号
議案第147号
議案第148号
議案第149・150号
議員提出議案第4号
議員提出議案第5号
議員提出議案第6号
議員提出議案第7号
議員提出議案第8号
意見書案第１号

議案第139～141号

■平成24年第4回三豊市議会定例会　審議結果

※議決年月日　議案第81号～93号　平成23年度歳入歳出決算認定・平成23年度決算認定（平成24年12月４日）
　　　　　　　議案第118号（平成24年12月４日）、その他の議案・議員提出議案・意見書案（平成24年12月21日）

平
成
２4
年 

第
4
回　

三
豊
市
議
会
定
例
会

　

平
成
24
年
第
4
回
三
豊
市
議
会
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
21
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
平
成
23
年
度
三
豊
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計

な
ど
決
算
議
案
13
件
を
認
定
し
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
５
件
お
よ
び
三
豊
市

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
設
置
条
例
の
制
定
な
ど
条
例
７
件
、
地
域
主
権
一
括
法
に
伴
う
条
例
制
定

お
よ
び
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
条
例
12
件
、
字
の
区
域
変
更
に
つ
い
て
１
件
、
市
道
の
路
線
認
定
に
つ

い
て
３
件
、
市
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て
１
件
、
職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
１

件
、
専
決
処
分
議
案
１
件
を
含
め
合
計
31
案
件
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
三
豊
市
議
会
基
本
条
例
な

ど
４
件
、
三
豊
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
１
件
を
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。
陳
情
に

伴
う
意
見
書
案
に
つ
い
て
は
、
１
件
可
決
し
ま
し
た
。
人
事
案
件
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
2
人

の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

市
議
会
だ
よ
り

　

初
日
に
は
、
市
長
か
ら
議
案

の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
７
日
・
10

日
・
11
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

16
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

各
議
案
の
審
査
は
、
総
務
教
育

常
任
委
員
会
13
日
、
建
設
経
済

常
任
委
員
会
14
日
、
民
生
常
任

委
員
会
17
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

21
日
の
最
終
日
に
は
、
各
常

任
委
員
長
か
ら
全
議
案
可
決
の

審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
原

案
を
可
決
し
ま
し
た
。　

　

議
員
提
出
議
案
の
三
豊
市
議

会
基
本
条
例
、
三
豊
市
議
会
政

務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条

例
、
三
豊
市
証
人
等
の
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
三
豊
市
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
三
豊
市
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
は
、

議
会
運
営
委
員
長
の
提
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
に
伴
う
意
見
書
案
に
つ

い
て
は
、「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の

根
絶
と
被
害
者
の
救
済
を
求
め

る
意
見
書
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

加
賀
宇
由
基
（
三
野
町
大
見
）

小
野　

益
一
（
高
瀬
町
佐
股
）

議

会

日

誌

28
日

29
日

30
日

4
日

21
日

7
日

6
日

10
日

11
日

13
日

14
日

17
日

19
日

20
日

26
日

15
日

11
日

8
日

16
日

議
会
運
営
委
員
会

公
共
施
設
整
備
調
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　

広
域
連
合
議
会

議
会
運
営
委
員
会

定
例
会

議
会
広
報
委
員
会

地
域
内
分
権
調
査
特
別
委
員
会

定
例
会
（一般
質
問
）

議
会
改
革
特
別
委
員
会

定
例
会
（一般
質
問
）

定
例
会
（一般
質
問
）

全
員
協
議
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

公
共
施
設
整
備
調
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

定
例
会

議
会
広
報
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
議
会

議
会
広
報
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

10
月

11
月

26
日

30
日

31
日

2
日

7
日

8
日

14
日

12
日

13
日

16
日

22
日

26
日

1
日

三
観
広
域
行
政
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　

視
察
研
修

四
国
市
議
会
議
長
会

公
共
施
設
整
備
調
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

12
月

1
月

27
日

総
務
教
育
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

公
共
施
設
整
備

調
査
特
別
委
員
会
視
察
研
修

議
会
改
革
特
別
委
員
会

全
国
市
議
会
議
長
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

県
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会

離
島
振
興
市
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
全
国
大
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
議
会

　
　
　
　
　
　

視
察
研
修

地
域
内
分
権
調
査
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

地
域
内
分
権
調
査

　
　

特
別
委
員
会
研
修
会

県
市
議
会
議
長
会

三
観
広
域
行
政
組
合
議
会

民
生
常
任
委
員
会

25
日

24
日～

6
日

5
日～

17
日

15
日～

原案承認（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案同意（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）
原案可決（全会一致）

人
権
擁
護
委
員　

（
敬
称
略
）
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詫
間
池
尻
地
域
へ
の

　
　
　

抜
本
的
排
水
対
策
を
！

■問　
低
地
に
あ
り
、
常
に
浸
水

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
池
尻
地
域

の
排
水
設
備
と
し
て
、
下
流
に

大
量
の
土
砂
が
蓄
積
さ
れ
全
く

開
け
ら
れ
な
い
状
態
の
水
門
と
、

400
㎜
、
500
㎜
、
600
㎜
３
台
の
大

型
排
水
ポ
ン
プ
だ
け
に
頼
っ
て

お
り
、
過
去
の
雨
台
風
時
に
は

30
　

ha
も
の
広
い
地
域
の
湛
水
排

除
が
か
な
わ
ず
、
消
防
車
の
応

援
要
請
を
願
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
抜
本
的
対
応
策
に
つ
い

て
問
う
。

■答　
数
年
前
に
は
単
県
土
地
改

良
事
業
と
し
て
２
台
の
大
型
排

水
ポ
ン
プ
の
増
設
と
遊
水
池
お

よ
び
排
水
路
１
，０
３
２
ｍ
の
改

修
に
よ
り
、
大
幅
な
浸
水
対
策

が
図
ら
れ
、
被
害
が
軽
減
さ
れ

た
と
理
解
し
て
い
る
。
24
年
度

予
算
で
、
池
尻
・
古
浜
地
区
や

瀬
入
川
付
近
の
現
況
を
測
量
調

査
し
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
も

と
に
、
排
水
ポ
ン
プ
の
検
討
を

も
含
め
た
抜
本
的
な
排
水
対
策

の
検
討
を
予
定
し
て
い
る
。

2本
市
情
報
基
盤
整
備
に
つ
い
て

■問　
市
内
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
、

情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
方
向
性

を
問
う
。

■答　
こ
の
整
備
は
、

今
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
支
え
る
共
有

基
盤
の
重
要
な
政

策
課
題
と
認
識
し

て
お
り
25
年
度
の

重
点
事
業
の
一
つ
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
は
、

民
設
民
営
を
基
本
と
し
、
整
備

後
の
維
持
改
修
費
な
ど
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
負
担
や
光
設
備

の
更
新
も
す
べ
て
民
設
民
営
で

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望

し
て
い
る
。
財
政
支
援
に
つ
い

て
は
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
速
や
か

に
事
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。
事
業
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
総
務
省
の
「
光
の
道
」構
想

と
同
様
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
す

べ
て
の
地
域
に
お
い
て
超
高
速

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
等
し
く
利

用
で
き
る
環
境
整
備
を
急
い
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
が
契
約
し
た
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
田
園
都
市
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
つ
い
て

■問　
本
来
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
政
策
部
や
秘
書
課
が
担
当
す

べ
き
で
は
。
そ
の
契
約
内
容
は
。

■答　
著
名
で
か
つ
現
場
で
実
践

さ
れ
て
い
る
専
門
家
小
川
秀
興

氏
、
鈴
木
威
氏
、
藻
谷
浩
介
氏
、

黒
須
充
氏
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ

ー
氏
の
５
人
と
、
25
年
度
末
ま

で
田
園
都
市
み
と
よ
政
策
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
報
償
費
５
万

円
と
旅
費
で
契
約
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
の
交
渉
に
当
た
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
月
岡

泰
志
氏
と
は
24
年
度
末
ま
で
月

額
20
万
円
（
旅
費
込
）
で
契
約

し
た
。

■問　
有
名
な
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
頂
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

よ
り
多
く
の
方
が
聴
講
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

■答　
講
演
会
な
ど
の
参
加
の
人

選
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
、
職
員
研
修
、
市
民
講
座
を

開
催
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

市
民
に
対
す
る
提
言
も
承
わ
っ

て
い
き
た
い
。

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て

■問　
市
長
の
個
別
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
人
選
経
緯
と
紹
介
・
狙
い

と
現
状
を
問
う
。
助
言
は
職
員

に
こ
そ
必
要
で
は
な
い
の
か
。

■答　
狙
い
は
田
園
都
市
み
と
よ

の
成
長
戦
略
構
築
の
た
め
、
専

門
的
立
場
か
ら
助
言
を
頂
く
。

現
状
は
、
職
員
の

意
識
改
革
の
た
め

に
講
演
会
研
修
を

開
催
し
て
い
る
。

議
員
の
参
加
も
願

い
た
い
。

■問　
数
回
の
講
演
会
研
修
だ
け

で
職
員
が
専
門
的
内
容
を
理
解

し
政
策
へ
と
移
し
て
い
け
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、

職
員
に
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
求

め
、
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
の
か
。

■答　
今
後
前
に
進
め
て
い
く
事

案
が
出
て
く
る
と
思
う
が
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
具
体
的
な
提

案
研
修
を
し
て
い
く
。
レ
ポ
ー

ト
は
提
出
さ
せ
て
い
る
。

■問　
こ
の
個
別
案
件
の
情
報
公

開
は
。

■答　
す
べ
て
公
開
す
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

■問　
本
市
も
南
海
地
震
に
備
え
、

震
災
復
興
基
金
を
設
置
し
て
は
。

■答　
災
害
が
起
こ
る
前
に
準
備

す
る
考
え
は
重
要
だ
と
は
思
う

が
、
現
在
の
貴
重
な
財
源
は
、

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
・
三
観
広

域
消
防
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
で

の
新
設
や
機
能
強
化
、
ソ
フ
ト

面
で
の
強
化
、
危
機
管
理
課
の

設
置
な
ど
を
推
進
し
、
減
災
に

必
要
な
施
策
に
活
用
し
て
い
く
。

若
者
定
住
促
進
・
地
域
経
済
活

性
化
事
業
に
つ
い
て

■問　
40
歳
未
満
の
若
者
定
住
促

進
・
地
域
経
済
活
性
化
事
業
の

補
助
金
要
綱
は
、
公
平
性
に
欠

け
る
。
改
正
す
べ
き
で
は
。

■答　
市
外
業
者
に
よ
る
住
宅
建

築
は
、
現
在
事
業
対
象
外
。
市

内
業
者
の
受
注
拡
大
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
は
本
事
業
の

柱
。
市
内
業
者
が
受
注
機
会
を

も
つ
こ
と
で
、
若
者
が
求
め
る

住
宅
技
術
を
得
て
、
市
外
に
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
十
分
な
分
析

と
検
討
を
行
い
、
25
年
度
以
降

の
施
策
展
開
に
つ
な
げ
た
い
。

市
木
・
市
花
の
制
定
に
つ
い
て

■問　
新
市
発
足
し
て
７
年
の
経

過
を
迎
え
て
い
る
が
、
い
ま
だ

に
市
木
・
市
花
は
制
定
さ
れ
て

い
な
い
。
早
急
に
制
定
す
べ
き

で
な
い
か
問
う
。

「
参
考
例
」
旧
高
瀬
町　
お
茶
の

木
・
桜
、
旧
山
本
町　

梅
・
ボ
タ

ン
、
旧
豊
中
町　

キ
ン
モ
ク
セ

イ
・
芙
蓉
、
旧
三
野
町　

桜
・

サ
ツ
キ
、
旧
詫
間
町　

松
・
菊
、

旧
仁
尾
町　

松
・
ツ
ツ
ジ
、
旧

財
田
町　

モ
ッ
コ
ク
・
コ
ス
モ
ス

■答　
市
木
・
市
花
の
制
定
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

■問　
第
１
回
防
災
無
線
放
送
で

不
具
合
に
よ
り
う
ま
く
行
わ
れ

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
日
頃
の

点
検
と
訓
練
が
必
要
だ
と
思
わ

れ
る
が
今
後
の
対
策
を
問
う
。

■答　
不
具
合
な
部
分
を
点
検
し
、

修
繕
を
実
施
後
、
通
信
試
験
を

行
い
、
正
常
に
連
動
し
て
い
る

こ
と
の
確
認
を
行
っ
た
。

■問　
事
前
復
興
計
画
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
問
う
。

■答　
ど
う
す
る
か
を
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

市
の
地
域
内
分
権
は

■問　
国
の
地
域
主
権
改
革
と
は

何
か
。
改
革
の
定
義
と
意
義
、

市
内
の
事
業
の
進
捗
状
況
、
支

所
の
位
置
付
け
、
職
員
の
関
わ

り
に
つ
い
て
問
う
。

■答　
自
治
体
が
独
自
に
判
断
で

き
る
制
度
や
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
く
た
め
の
財
源
と
権
限
の

移
譲
で
あ
る
。
支
所
の
位
置
付

け
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
の

目
的
が
、
支
所
の
し
て
い
た
機

能
の
一
部
を
市
民
の
皆
さ
ま
に

開
放
し
、
地
域
の
一
層
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
か
ら
、
支
所
の

職
員
数
は
当
然
削
減
さ
れ
る
。

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
の
充
実

■問　
農
地
の
基
盤
整
備
と
た
め

池
の
整
備
推
進
は
。

■答　
市
全
体
の
整
備
率
は
４
５
．

７
％
。
た
め
池
は
全
体
で
１
８
．

６
％
。
今
後
地
域
住
民
と
協
議

し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
の
減
量
化

■問　
生
ご
み
の
減
量
化
は
。

■答　
３
年
間
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方

式
な
ど
で
減
量
化
に
努
め
て
き

た
の
で
、
新
施
策
で
進
め
た
い
。

市
地
区
分
館
長
な
ら
び
に
主
事

の
報
酬
に
つ
い
て

■問　
少
子
高
齢
化
が
進
む
市
内

の
、
公
民
館
、
分
館
。
公
民
館

活
動
の
原
点
と
は
。

■答　
一
定
地
域

内
の
住
民
の
た

め
の
実
生
活
に

即
し
た
教
育
、

学
術
お
よ
び
文

化
に
関
す
る
行

事
、
住
民
の
教

養
や
健
康
の
向

上
、
増
進
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■問　
館
長
の
教
育
、
啓
発
活
動
、

情
報
交
換
会
議
な
ど
は
行
っ
て

い
る
の
か
。

■答　
市
公
民
館
独
自
の
研
修
会

を
行
っ
て
い
る
。
県
で
も
公
民

館
合
同
研
修
会
を
行
っ
て
い
る
。

情
報
交
換
な
ら
び
に
質
の
向
上

な
ど
、
計
画
的
に
行
っ
て
い
る
。

■問　
月
額
約
１
１
，６
０
０
円
、

地
区
分
館
長
の
報
酬
を
見
直
す

必
要
な
い
の
か
。

■答　
館
長
、
主
事
は
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
る
が
、
検
討
す
る
時

期
が
来
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て

■問　
本
市
型
で
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

■答　
文
化
で
あ
れ
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
れ
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

上
手
下
手
関
係
な
く
、
一
緒
に

楽
し
く
で
き
る
「
好
縁
」
で
結

ば
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
開

放
型
で
、
利
用
者
負
担
型
と
し
、

自
分
が
楽
し
み
た
い
こ
と
を
自

由
に
選
択
し
て
楽
し
む
場
と
考

え
て
い
る
。

移
住
交
流
滞
在
施
設
に
つ
い
て

■問　
空
き
家
バ
ン
ク
を
見
に
来

た
方
が
泊
ま
れ
る
、
宿
泊
体
験

施
設
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

■答　
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
事
業

の
拡
充
を
図
る
た
め
に
も
、
長

期
間
滞
在
に
よ
る
移
住
・
定
住

希
望
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
は
重
要

な
取
り
組
み
と
考
え
る
。
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
市
が
求
め
る

内
容
を
実
施
で
き
る
市
民
団
体

や
民
間
を
活
用
し
、
検
討
し
た
い
。

■問　
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

■答　
民
間
発
想
で
検
討
し
た
い
。

市
新
総
合
計
画
に
つ
い
て

■問　
こ
の
計
画
で
は
平
成
30
年

の
人
口
目
標
を
６
万
５
千
人
と

し
て
い
る
が
、
学
校
の
統
廃
合

や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
２
カ
所
化

な
ど
の
政
策
を
見
て
い
る
と
人

口
増
を
目
指
し
て
い
る
と
は
思

え
な
い
。
ま
た
、
本
市
議
会
の

基
本
条
例
で
は
、
市
の
総
合
計

画
は
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な

る
が
、
承
知
し
て
い
る
の
か
。

■答　
新
総
合
計
画
、
後
期
基
本

計
画
を
策
定
す
る
が
、
人
口
目

標
は
６
万
５
千
人
と
設
定
す
る
。

子
育
て
支
援
な
ど
の
政
策
は
抜

き
ん
で
て
い
る
。
執
行
部
挙
げ

て
真
摯
に
取
り
組
む
。

法
律
を
守
る
決
意
に
つ
い
て

■問　
労
働
組
合
へ
の
回
答
で

「
労
働
基
準
法
に
基
づ
き…

」

の
要
求
に
「
努
力
し
て
い
る
」

と
あ
り
本
当
に
驚
い
た
。
労
基

法
を
守
る
気
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
罰
則
規
定
に
つ
い
て
問
う
。

■答　
法
律
の
遵
守
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
重
要
で
大
切
な
守
る
べ

き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
労

働
基
準
法
の
時
間
外
勤
務
規
定

に
違
反
す
る
と
懲
役
刑
が
あ
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

西
山
彰
人
議
員

鴨
田
　

偕
議
員

川
﨑
秀
男
議
員

金
子
辰
男
議
員

浜
口
恭
行
議
員

横
山
　

強
議
員

小
林
照
武
議
員

山
本
　

明
議
員

多
田
　

治
議
員

前
川
　

勉
議
員

　12月定例会の一般質問は、12月7日・10日・11日の３日間行われ、市政全般にわたる諸問題について
16人の議員が質問しました。　　　 ＊質問者順に掲載（原稿は質問者本人が書いています）
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子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
の

具
体
化
に
つ
い
て

■問　
24
年
８
月
に
公
布
と
な
り
、

子
育
て
支
援
環
境
の
充
実
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幼
稚

園
、
保
育
所
、
認
定
子
ど
も
園

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
、
市

の
子
育
て
支
援
充
実
の
考
え
は
。

■答　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
策
定
に
当
た
り
総
合
的

に
検
討
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
く
。

民
生
委
員
に
つ
い
て

■問　
個
人
情
報
保
護
法
が
壁
と

な
り
支
障
と
な
る
場
合
は
。

■答　
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
る
が
、
個

人
情
報
の
管
理
は
法
令
に
従
い

適
切
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

■問　
少
子
高
齢
化
で
責
任
も
重

大
で
あ
る
。
受
け
持
ち
世
帯
数

の
差
異
と
選
出
方
法
と
負
担
軽

減
の
改
善
の
方
向
性
は
。

■答　
現
在
164
人
の
民
生
委
員
が

45
世
帯
か
ら
353
世
帯
、
平
均
約

150
世
帯
を
受
け
持
た
れ
て
い
る
。

推
薦
準
備
会
が
推
薦
方
法
の
見

直
し
や
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

2支
所
に
お
け
る
戸
籍
業
務
の
存

続
と
そ
の
人
材
育
成
を
問
う

■問　
支
所
の
職
員
削
減
を
市
長

は
公
言
し
て
い
る
が
、
戸
籍
業

務
は
削
減
対
象
に
入
る
の
か
。

戸
籍
業
務
は
複
雑
多
岐
で
常
に

正
確
性
が
求
め
ら
れ
る
。
専
門

的
知
識
と
戸
籍
を
読
み
解
く
力

を
習
得
す
る
に
は
最
低
５
年
、

一
人
前
に
な
る
に
は
10
年
か
か

る
職
種
だ
。
現
在
、
５
年
以
上

の
経
験
者
は
９
人
。
そ
の
う
ち

７
人
は
、
今
後
５
年
以
内
に
退
職
。

そ
の
育
成
策
は
。

■答　
支
所
に
戸
籍
業
務
を
残
す

か
ど
う
か
は
検
討
段
階
で
あ
る

が
、
戸
籍
部
門
は
住
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
日
常
活
動
の
原
点

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

点
を
踏
ま
え
て
考
え
る
。

　

人
材
育
成
は
、
経
験
あ
る
職

員
の
指
導
の
も
と
、
実
務
経
験

を
積
む
こ
と
が
有
効
な
手
段
だ

が
、
兼
務
で
の
日
々
の
対
応
に

追
わ
れ
、
育
成
が
進
ん
で
い
な

い
。
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
育

成
の
方
法
な
ど
を
検
討
す
る
。

他
「
総
選
挙
の
現
状
」「
市
長
の

私
的
諮
問
機
関
」
な
ど
を
質
問 

学
校
施
設
耐
震
化
の
完
了
予
定

■問　
学
校
耐
震
化
の
課
題
は
急

務
で
あ
る
。
施
設
だ
け
で
な
く

非
構
造
部
材
（
天
井
材
・
照
明

器
具
・
窓
ガ
ラ
ス
・
外
装
材
・

内
装
材
・
施
設
機
器
な
ど
）
の

点
検
を
実
施
し
て
い
る
の
は
全

国
で
66
％
。
耐
震
化
を
速
や
か

に
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■答　
耐
震
は
27
年
度
ま
で
に
完

了
す
る
予
定
。
施
設
耐
震
化
を

最
優
先
に
取
り
組
み
９
６
．
３

％
ま
で
終
了
。
25
年
実
施
の
定

期
点
検
時
に
、
す
べ
て
の
施
設

に
お
い
て
非
構
造
部
材
の
耐
震

点
検
を
計
画
し
て
い
る
。

離
島
振
興
法
改
正
の
取
り
組
み

■問　
国
の
離
島
振
興
の
基
本
方

針
の
も
と
、
25
年
４
月
ま
で
に

市
が
住
民
の
意
見
を
反
映
し
た

振
興
計
画
を
作
成
し
、
県
か
ら

国
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
間
に
住
民
の
意
見

は
ど
う
反
映
さ
れ
、
今
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

■答　
11
月
に
粟
島
・
志
々
島
の

方
々
の
意
見
聴
取
を
し
た
。
現

在
庁
内
で
取
り
ま
と
め
年
内
に

県
に
提
出
し
た
い
。

地
域
内
分
権
に
つ
い
て

■問　
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
の
設

立
に
対
し
、
市
民
か
ら
不
安
の

声
が
聞
こ
え
る
。
そ
れ
は
、
地

域
内
分
権
と
は
何
か
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
隊
の
進
む
べ
き
方
向

が
見
え
な
い
か
ら
だ
。
私
の
考

え
る
推
進
隊
の
役
割
は
、
『
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
テ

ー
マ
パ
ー
ク
』
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
文

化
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
地
域
内

分
権
の
考
え
を
問
う
。

■答　
地
域
内
分
権

と
は
、
高
度
成
長

時
代
の
何
で
も
行
政
に
求
め
る

と
い
う
仕
組
み
で
は
な
く
、
市

民
の
解
決
で
き
そ
う
な
課
題
は
、

自
ら
が
解
決
に
取
り
組
む
。
そ

れ
で
も
で
き
な
い
も
の
を
行
政

が
行
う
と
い
う
、
古
く
て
新
し

い
仕
組
み
だ
。
ま
ち
づ
く
り
推

進
隊
に
は
、
市
民
に
よ
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
中
心
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

■問　
24
年
度
予
算
化
し
て
い
る

施
設
建
設
の
現
状
を
問
う
。

■答　
用
地
交
渉
中
で
検
討
中
だ
。

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
活
性
化

■問　
劇
場
法
15
条
で
学
校
教
育

と
の
連
携
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

小
・
中
学
校
と
連
携
で
独
自
公

演
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

■答　
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
で
き
る
か
教
育
委
員
会
と

も
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

文
化
の
振
興
条
例
の
設
置
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

介
護
保
険
制
度
改
善

■問　
福
祉
用
具
購
入
の
受
領
委

任
払
い
制
度
を
導
入
す
べ
き
。

■答　
今
後
、
利
用
者
の
意
向
調

査
の
上
、
受
領
委
任
払
い
方
式

で
運
用
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

■問　
幅
広
い
公
共
施
設
利
用
が

必
要
。
学
校
の
空
き
教
室
活
用
、

幼
稚
園
・
保
育
所
と
の
連
携
、

放
課
後
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
な
ど
、

幅
広
い
活
動
が
必
要
で
は
。

■答　
実
施
場
所
の
確
保
と
と
も

に
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
。
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
参

加
が
必
要
不
可
欠
。
遊
休
施
設

を
活
用
し
て
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
集
え
る
多
世
代
交
流
の

居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

地
域
経
済
と
産
業
の
活
性
化

■問　
２
０
１
２
年
を
振
り
返
る

と
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

と
し
て
、
消
費
税
の
導
入
や
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
の
参
入

お
よ
び
日
中
韓
で
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交

渉
に
併
せ
欧
米
の
金
融
不
安
な

ど
の
課
題
を
抱
え
て
の
１
年
。

こ
の
よ
う
な
中
で
地
域
経
済
の

構
築
に
産
業
振
興
基
本
条
例
の

重
要
性
や
地
域
内
連
携
に
よ
る

条
例
の
制
定
が
必
要
で
あ
り
、

ま
た
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
併

せ
た
産
業
の
活
性
化
を
問
う
。

■答　
産
業
振
興
は
本
市
の
大
き

な
行
政
課
題
。
産
業
振
興
基
本

条
例
制
定
に
向
け
準
備
を
進
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
段
階

に
あ
る
。
建
設
経
済
部
と
協
議

し
早
期
施
行
に
努
力
し
、
農
業

と
商
工
業
の
連
携
に
よ
る
産
業

活
性
化
を
図
り
た
い
。
ま
た
、

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
大
き
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
、
市
内
事

業
者
の
自
由
な
発
想
に
か
か
っ

て
い
る
。
市
は
Ｐ
Ｒ
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
、
積
極
的
に
側
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

藤
田
公
正
議
員

詫
間
政
司
議
員

込
山
文
𠮷
議
員

岩
田
秀
樹
議
員

水
本
真
奈
美
議
員

三
木
秀
樹
議
員

布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
等
に
関
す
る

条
例
制
定

■問　
市
は
資
格
者
証
を
発
行
す

る
の
か
。資
格
は
何
種
類
必
要
か
。

■答　
水
道
工
事
の
監
督
資
格
が

必
要
で
あ
る
。
市
が
証
明
書
を

発
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

調
査
検
討
し
た
い
。

市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正

■問　
実
際
の
住
宅
建
築
と
合
致

し
た
条
例
か
。

■答　
地
域
主
権
一
括
法
に
よ
り

新
た
に
条
例
制
定
が
必
要
と
な

っ
た
。
内
容
は
、
従
来
の
国
の

法
律
を
準
用
し
て
い
る
。
実
際

の
建
築
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の

ス
ト
ッ
ク
計
画
で
検
討
す
る
。

24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部
分

■問　
青
年
就
農
給
付
金
予
算
減

額
は
、
事
業
を
普
及
啓
発
す
る

組
織
が
機
能
し
て
い
な
い
の
か
。

■答　
24
年
度
示
さ
れ
た
具
体
的

な
制
度
要
件
が
比
較
的
厳
し
く
、

予
定
よ
り
少
な
い
認
定
と
な
っ

た
。
普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
等

と
連
携
し
、
各
地
域
で
推
進
に

努
め
、
制
度
の
有
効
活
用
を
図

り
、
25
年
度
人
数
増
を
考
え
て

い
る
。

■問　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
舗

装
優
先
順
位
は
。

■答　
職
員
が
現
場
を
巡
回
す
る

場
合
や
通
報
に
よ
る
場
合
、
自

治
会
長
の
要
望
に
よ
る
場
合
な

ど
、
緊
急
度
の
高
い
も
の
を
優

先
す
る
。
１
カ
所
50
万
円
限
度

で
あ
る
。
多
額
の
経
費
が
必
要

な
場
合
は
、
25
年
度
予
算
で
実

施
す
る
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な

審
査
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
　

12
月
14
日
開
催
の
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
は
、
16
議
案
が
付
託

さ
れ
審
査
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

駐
輪
場
条
例
の
制
定

■問　
詫
間
駐
輪
場
の
収
支
が
赤

字
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
管

理
人
を
置
か
ず
使
用
料
を
無
料

に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

の
維
持
管
理
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

■答　
電
気
代
な
ど
の
光
熱
水
費

お
よ
び
放
置
自
転
車
を
監
視
す

る
シ
ル
バ
ー
へ
の
委
託
料
を
予

定
し
て
い
る
が
、
そ
の
総
額
が

赤
字
額
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。

24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部
分

■問　
定
住
促
進
事
業
の
今
後
見

通
し
は
示
せ
る
の
か
。

■答　
当
事
業
は
３
年
間
の
期
限

付
き
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ

の
間
の
実
績
を
検
証
し
た
上
で
、

そ
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

■問　
地
域
内
分
権
推
進
事
業
に

か
か
る
補
正
の
詳
細
を
示
せ
。

■答　
本
給
・
労
災
保
険
料
な
ど

の
人
件
費
、
備
品
・
消
耗
品
な

ど
の
事
務
局
費
、
役
員
の
費
用

弁
償
が
そ
の
内
容
で
あ
り
、
交

付
申
請
内
容
を
審
査
し
た
上
で

交
付
す
る
こ
と
と
な
る
。

■問　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
開

催
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
予

算
規
模
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

■答　
予
算
規
模
や
そ
の
財
源
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
の
制
度
も

検
討
し
な
が
ら
決
定
し
て
い
く
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

■問　
管
理
職
給
料
を
引
き
下
げ

よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
国
家

公
務
員
と
の
比
較
で
あ
る
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

■答　
市
全
体
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
９
５
．６
で
あ
る
が
、

年
齢
層
別
に
み
る
と
、
中
間
層

が
若
干
低
く
、
60
歳
に
近
づ
く

ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な

審
査
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
　

12
月
13
日
開
催
の
総
務
教
育
常

任
委
員
会
に
は
、
６
議
案
が
付
託

さ
れ
審
査
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

▲青年就農給付金事業についての座談会の様子

▲詫間駐輪場
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会
審
査
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町
議
会
に
始
ま
り
、
全
国
で
す

で
に
250
を
超
え
る
市
町
村
議
会

で
制
定
さ
れ
て
お
り
、
香
川
県

内
で
は
、
三
豊
市
の
制
定
が
５

市
目
と
な
り
ま
す
。

　

三
豊
市
議
会
は
合
併
以
来
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
や

一
問
一
答
方
式
の
質
問
形
式
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
一
定
の
改

革
は
実
現
し
て
き
ま
し
た
が
、

な
お
い
っ
そ
う
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
て
、
今
回
の

条
例
制
定
が
実
現
し
ま
し
た
。

40
回
以
上
に
及
ぶ
特
別
委
員
会

の
審
査
、
条
例
制
定
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
内
７

カ
所
で
開
催
し
た
「
市
民
と
語

る
会
」、
市
民
の
意
見
を
聴
く
た

め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

三
豊
市
議
会
は
、
今
回
の
条

例
制
定
が
議
会
改
革
の
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
議
会

改
革
の
第
一
段
階
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
を

活
用
し
て
議
会
活
動
の
い
っ
そ

う
の
活
性
化
を
図
り
、
市
民
に

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
、
議
会
制
民
主

主
義
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
考
え

ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
は
平
成
25
年

４
月
１
日
施
行
と
な
り
ま
す
。

＊
な
お
、
議
会
基
本
条
例
の
本

文
・
解
説
文
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
の
回
答
は
、
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
で

「
三
豊
市
議
会
基
本
条
例
」
が
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
豊
市
議
会
で
は
、
地
方
分

権
一
括
法
の
施
行
を
受
け
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
わ
か
り

や
す
く
、
市
民
が
参
画
で
き
る

議
会
に
、
そ
し
て
、
合
議
機
関

と
し
て
市
民
と
一
緒
に
考
え
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
議
論
が
で

き
る
議
会
に
改
革
し
て
い
く
こ

と
を
決
意
し
、
平
成
22
年
６
月

に
議
会
・
行
財
政
改
革
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

約
２
年
６
カ
月
を
か
け
て
、
議

会
基
本
条
例
制
定
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
は
、
平
成
18

年
に
制
定
さ
れ
た
北
海
道
栗
山

24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部
分

■問　
生
活
保
護
扶
助
費
の
過
年

度
精
算
返
納
金
の
額
が
大
き
い

が
、
要
因
は
何
か
。

■答　
予
算
で
国
に
補
助
金
申
請

を
し
、
先
行
し
て
そ
れ
が
く
る

た
め
、
実
績
報
告
と
比
較
し
て
、

超
過
分
が
返
納
と
な
っ
た
。

■問　
直
営
の
ご
み
収
集
車
の
修

理
費
は
予
算
化
し
て
い
る
が
、

委
託
先
の
そ
れ
は
委
託
料
に
入

っ
て
い
る
の
か
。

■答　
委
託
料
に
は
、

タ
イ
ヤ
な
ど
の
消
耗
品

関
係
や
車
検
料
は
計
上

し
て
い
る
が
、
大
き
な
故
障
な

ど
の
修
繕
費
は
、
車
両
の
減
価

償
却
費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

　

他
、
保
育
所
の
漏
水
に
よ
る

光
熱
水
費
や
滞
納
整
理
に
係
る

県
外
旅
費
に
つ
い
て
質
疑
・
答

弁
が
行
わ
れ
た
。

税
条
例
の
一
部
改
正

■問　
固
定
資
産
税
の
全
期
前
納

報
奨
金
制
度
を
廃
止
す
る
こ
の

条
例
の
施
行
を
、
な
ぜ
26
年
度

か
ら
と
し
た
の
か
。

■答　
市
民
へ
の
周
知
期
間
と
し

て
１
年
間
置
い
た
。
25
年
４
月

に
出
す
納
税
通
知
書
に
廃
止
す

る
旨
の
通
知
を
同
封
す
る
他
、

広
報
で
周
知
徹
底
す
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
改
正

■問　
全
市
統
一
保
育
料
と
し
た

時
点
か
ら
、
長
期
休
暇
は
保
育

時
間
が
長
い
の
は
分
か
っ
て
い

た
の
で
は
。

■答　
保
育
料
は
、
人
件
費
を
除

い
た
経
費
の
２
分
の
１
ず
つ
を

市
と
保
護
者
で
負
担
す
る
考
え

で
、
当
初
と
変
更
は
な
い
。
今

回
も
こ
れ
に
基
づ
き
、
長
期
休

暇
に
つ
い
て
計
算
し
た
結
果
だ
。

　

他
、
小
学
校
の
統
廃
合
な
ど

に
伴
う
実
施
場
所
や
児
童
の
事

故
へ
の
対
応
、
安
全
確
保
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
・
答
弁
が
行
わ

れ
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
根
絶
と
被
害

者
の
救
済
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

　

国
に
対
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
の
根
絶
と
被
害
者
の
救
済

を
求
め
る
意
見
書（
案
）を
本
会

議
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な

審
査
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

民
生
常
任
委
員
会
　

12
月
17
日
開
催
の
民
生
常
任
委
員

会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
10
議
案
を
審

査
し
、
１
意
見
書
案
を
協
議
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

▲市民と語る会には延べ253人が参加

三
豊
市

　

議
会
基
本
条
例
を

　
　
　
　

制
定
し
ま
し
た

〜
市
民
参
加
を
基
本
と
し
た

　

三
豊
市
の
持
続
的
で
豊
か
な

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
〜

三豊市議会・議会広報委員会●三豊市議会だよりの発行・編集は 〒767－8585　三豊市高瀬町下勝間2373番地1　☎73－3009

条例の特徴は、次の５本の柱。全10章22条から
成っています。

　三豊市議会のあるべき姿を表明しています。市民
に開かれ、市民と共に歩む姿勢を明らかにし、議会
の権能と責務をはっきり規定しています。

議会・行財政改革調査特別委員会
を設置
【所管事項】　①議会改革
　　　　　　②議会基本条例制定
　　　　　　③行財政改革
　　　　　　④公共施設の有効利用
＊特別委員会を19回開催
　（H22.6～H24.6）
伊賀市議会、天理市議会へ行政視察

6月30日

11月16日
～17日

本橋謙治氏を講師に迎え、「議会基
本条例･議会改革について」研修会
を実施
議会改革分科会を設置
＊議会改革分科会を9回開催
　（H23.5～H24.1)
亀岡市議会、敦賀市議会へ行政視察

2 月 4 日

5月10日

11月16日
～17日

議会・行財政改革調査特別委員会が
終了
新たに議会改革特別委員会を設置
【所管事項】　①議会基本条例制定
　　　　　　②議会改革調査研究
＊特別委員会を15回開催
　（H24.6～H24.12）
議会改革作業部会を設置
＊作業部会を4回開催
　（H24.7～H24.8)
全員協議会で議会基本条例（案）の
承認
廣瀬克哉氏を講師に迎え、「議会改
革について」研修会を実施
パブリックコメント実施

旧7町で「市民と語る会」開催
同会場で、パブリックコメント、ア
ンケート調査実施
12月定例会で「三豊市議会基本条
例」を全会一致で可決

6月28日

7月26日

9月11日

10月5日

10月9日
～31日

10月15日
～23日

12月21日

　目的の遂行のため、正副議長の選出にあたり、立
候補の所信表明の機会を与えます。また、議員相互
の自由な討議を通じて、議員の資質向上に努めます。

　議会基本条例は議会運営の最高規範です。この条
例の目的達成のために、常に条例の検証と必要に応
じた見直し措置、その結果の公表を定めています。

　議会は公開が原則であり、請願、陳情は提案者の
意見を聴くことができます。また、市民団体などの
意見交換の機会をもうけ、政策提案に結びつけてい
きます。多様な市民の意見を聴く場として、議会報
告会を年１回以上開催します。

　本会議の質問は争点を明らかにするため、一問一答
方式とします。また、審議を深めるため、市長等か
ら議員に対し、反問することができます。市長等か
らの政策提案には、その決定過程の説明や予算・決
算における説明資料の作成を求めます。重要な長期
計画の策定と変更は新たに議決事項に追加しました。

　議員相互で自由に討議をして、多様な意見を出し
合ったうえで、合意形成に努めます。

議会基本条例の主な内容

１.　市民に開かれた議会にする

２.　市民参加を進める

３.　行政へのチェックを強化する

４.　より審議を深める

５.　政策提案型議会にする

議会基本条例制定までの検討経過

平成22年

平成23年

平成24年

第１章　前文・目的

第２章　議会及び議員の活動原則

第３章　市民と議会との関係

第４章　議会と市長との関係

第５章　自由討議の拡大

第９章　最高規範性及び見直し手続
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委嘱されました おめでとうございます

くらし

お知らせ お知らせ市営住宅の入居者募集

▲

申し込み・問い合わせ　住宅課　☎73－3045

募集

Information' s
くらしのおしらせみとよ

▲

問い合わせ　人権課　☎73－3008

　

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

第
53
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
究
協
議
会
に
お
い
て
、
平
成
24
年

度
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
三
豊
市
か
ら
次
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。　　

（
敬
称
略
）

　

前
川　

幸
夫
（
詫
間
町
）

　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

11
月
2
日
、
平
成
24
年
度
全
国
食

生
活
改
善
大
会
に
お
い
て
、
食
生
活

改
善
事
業
の
発
展
向
上
の
功
績
に
よ

り
、
三
豊
市
か
ら
次
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。　　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

石
川　

叔
子
（
山
本
町
）

　

人
権
擁
護
委
員

　

1
月
1
日
付
け
で
、
次
の
皆
さ
ん

が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

　

（
敬
称
略
）

　

藤
村　
　

隆
（
詫
間
町　
再
任
）

　

辻　
　

演
美
（
仁
尾
町　
再
任
）

　

公
共
施
設
の
数
や
運
営
方
法

を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
状
は
広
報
12
月
号
20
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
現
在
の
施
設
の
面
積

を
半
分
以
下
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

人
口
は
平
成
47
年
に
は

1
7
’8
3
0
人
減
少
（
対
平

成
22
年
比
2
6
・
0
％
減
）
す

る
見
込
み
で
、
高
齢
者
一
人
に

対
す
る
生
産
年
齢
人
口
は
、
1.3

人
（
平
成
22
年
は
1.9
人
）
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税

は
平
成
32
年
に
合
併
特
例
の
終

了
に
よ
り
、
現
在
よ
り
約
41
億

円
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

　

市
の
公
共
施
設
の
面
積
は
人

口
一
人
当
た
り
5
・
2
9
㎡

（
全
国
平
均
は
3
・
4
2
㎡
）

で
、
県
内
の
市
の
中
で
も
一
番

広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
や

財
政
を
考
え
る
と
、
全
て
の
施

設
は
維
持
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
あ
ま
り
利
用
し
て
い

な
い
施
設
を
廃
止
し
た
り
、
施

設
の
規
模
を
縮
小
し
た
り
、
統

廃
合
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
子
ど
も
や
孫
た
ち
に

負
担
を
か
け
な
い
た
め
に
し
っ

か
り
と
し
た
財
政
計
画
を
た
て
、

財
政
破
綻
を
し
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
建
替
え
費
用
を
管
理
運
営

経
費
で
賄
う
に
は
、
平
成
64
年

（
2
0
5
2
年
）
ま
で
に
施
設

数
を
5
1
・
9
％
削
減
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
施
設
の
更

新
の
優
先
度
に
つ
い
て
は
、
先

に
公
表
し
た
公
共
施
設
の
再
配

置
に
関
す
る
方
針
に
よ
り
、
義

務
教
育
施
設
等
は
、
優
先
的
に

残
し
、
そ
れ
以
外
の
施
設
は
、

施
設
の
利
用
ニ
ー
ズ
や
建
物
の

性
能
、
コ
ス
ト
な
ど
の
視
点
で

客
観
的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
気
に
半
分
に
は

で
き
ま
せ
ん
。
10
年
毎
に
目
標

値
を
定
め
た
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
計
画
に
、
市
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
議
会
の
公

共
施
設
整
備
調
査
特
別
委
員
会

の
中
で
検
討
し
た
り
、
計
画
案

が
出
来
上
が
っ
た
時
点
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
の
意

見
募
集
）
を
実
施
す
る
予
定
で

進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
次
の
条
件
を
全
て
備
え
て
い
る
人
）

①　

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人

②　

同
居
の
親
族
か
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

　

（
婚
姻
の
届
け
出
は
し
て
い
な
く
て
も
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

　
　

じ
事
情
に
あ
る
人
や
婚
約
者
を
含
む
）

（
注
）
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
単
身
入
居
も
可
能
で
す

③　

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

④　

市
町
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑤　

世
帯
の
月
額
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

⑥　

申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
（「
暴
力
団
員
に
よ
る

　
　

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号
に
規

　
　

定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
）
で
な
い
こ
と　

①　

申
込
書
・
申
立
書
等（
住

　
　

宅
課
・
各
支
所
に
あ
り

　
　

ま
す
）

②　

住
民
票（
入
居
予
定
者
全

　
　

員
）、
所
得
証
明
書
・
納

　
　

税
証
明
書（
15
歳
以
上
で

　
　

学
生
を
除
く
）

③　

そ
の
他
必
要
書
類

3
月
中
旬

2
月
18
日
（
月
）
ま
で

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

※
必
要
書
類
を
住
宅
課
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い

国民年金のお知らせ ▲

問い合わせ　市民課　☎73－3005　　　　　　　　
善通寺年金事務所　☎0877－62－1660

保険料の納付は、口座振替がおトクです
　口座振替を利用すると、保険料が自動的に引
き落とされるので金融機関などに行く手間が省
けます。
　また、当月分保険料を当月末に引き落とすこ
とで月々50円割引される早割制度や、現金納付
よりも割引額が多い6カ月前納・1年前納もあり、
大変お得です。
　口座振替で前納を希望する人は、通帳および
届出印、年金手帳または納付書を持参のうえ、
2月末日までに善通寺年金事務所またはご希望
の金融機関の窓口でお申し込みください。
　
国民年金保険料は、全額所得控除されます
　申告相談時に保険料は全額所得控除されます。
平成24年中に納めた「社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書」が手元にない人は、次の専
用ダイヤルにお問い合わせください。
【専用ダイヤル】　☎0570－070－117

　３月15日（金）まで（土・日・祝日は除く）
　月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
　月曜日が休日の場合の火曜日は午後7時まで
　第２土曜日　午前9時30分～午後4時

社会保険労務士による年金相談
　相談料は無料で申請の手続きもできます。
　　　　２月13日（水）午前10時～午後３時
　　　　三豊市役所西館
　　　　年金手帳・年金証書などのほか相談者
　本人であることが確認できるもの
※代理の人が来る場合は、委任状および依頼を
　受けた本人であることが確認できるものが必要

▼問い合わせ
　街角の年金相談センター高松（オフィス）
　☎087－811－6020

国民年金基金　年金相談会

　　　　県国民年金基金職員

　年金手帳・預金通帳・通帳印（口座振替のため）
　厚生年金の相談のある人は年金定期便など

▼問い合わせ
　県国民年金基金　　0120－65－4192

日　程
20日(水)

21日(木)

22日(金)

26日(火)

時　間
10:00～16:00
  9:00～12:00
13:00～16:00
  9:00～12:00
13:00～16:00
  9:00～12:00
13:00～16:00

場　所
三豊市役所西館
豊中町保健センター
三野町文化センター
山本庁舎
財田庁舎
仁尾庁舎
詫間勤労会館

日　時

場　所
持参物

持参物

受け付け日時

相談員

公共施設の見直しにご理解を

▲

問い合わせ　企画財政課　☎73－3010

お知らせ

№ 団地名（所在） 間取り（構造）

西野団地
（詫間町詫間）

3ＤＫ
（中層耐火３階建）

高谷団地
（詫間町詫間）

曽保団地
（仁尾町仁尾）
勝間団地

（高瀬町下勝間）

2ＤＫ
（簡易耐火２階建）

2ＤＫ
（簡易耐火２階建）

3Ｋ
（簡易耐火２階建）

棟号室
A-104
A-204
C-124
C-321
12
18

3-2

77

建設年度

Ｈ７年

Ｈ９年

Ｓ49年

Ｓ48年

Ｓ54年

使　用　料

19,300円～37,900円

19,900円～39,000円

  8,400円～16,500円

  7,600円～13,900円

11,800円～23,300円

1
2
3
4
5
6

7

8
※入居する人の所得に応じて決定

申
し
込
み
が
で
き
る
人

必
要
書
類

入
居
予
定
時
期

申
し
込
み
期
限



文字の形や大きさ、まっすぐに書くことなどに気を付
け、心を込めて丁寧に書いたかきぞめ。6年生の北山和
樹さんは ｢中学生に向けて何でも挑戦していきたい｣ と
｢飛び立つ鳥｣ の言葉を選んだ理由を話してくれました。

三豊ライオンズクラブによるもちつきが、市内各保育
所で行われました。詫間保育所では ｢よいしょ、よいし
ょ｣ の掛け声に杵を持つ手にも力が入りました。

心を込めて丁寧にかきぞめ
リズミカルに杵の音 もちつき大会

1／9　箱浦小学校9　箱浦小学校

1212／6　詫間保育所6　詫間保育所

三豊中学校の選手や監督の皆さんが横山市長を表敬訪問。
朝から晩まで練習を重ねてきた選手に ｢全国大会という大舞
台を思いっきり楽しんできてください｣とエールを送りました。

10万人あたりの交通事故死者数全国ワースト 1位の脱却
に向けて、三豊安全運転管理者協議会、三豊地区交通安全経
営者協議会、三豊安全協会の会員 30人が今年初めての交通
安全キャンペーンを行いました。

歌あり、演奏あり、ダンスありと老若男女 59組の皆さん
が日頃の練習の成果を発揮。大勢の観客が魅了されました。

年末に親子で手作りしたり、買い求めたカイトなどをあげ
る、たこあげ大会が行われました。山本ふれあい公園のグラ
ンド狭しと、親子でいっしょに冷たい風を切って走り回って
いました。

早朝から雪がちらつく中、太鼓の演奏やあめ湯などのお接
待がありました。初日の出は見えませんでしたが、大勢が新
春を祝い、地域の人との交流に心も体も温かくなりました。

坂出第一高校 2年生池田奈月子さん ( 高瀬町 ) が、手話ス
ピーチコンテストで優勝。保育所時代に手話を知り、今まで
支えてくれたろう者の皆さんへの感謝の気持ちを話しました。

新鮮な海の幸を求めて早朝から大勢が集まり、わたり蟹や
たこめし、かきめしなどに長蛇の列ができていました。参加
者はそこで食べたり、お土産に持って帰ったりしていました。

県中学校駅伝競走大会で初優勝 1年間の無事故を祈願して

日頃の成果を市芸能発表会

大空に手作り凧が高く舞う 地域と交流する朝日山新春祭

全国高校生 手話スピーチコンテストで優勝

観音寺・三豊おさかな市2012

1212／11　三豊中学校11　三豊中学校 1／7　三豊警察署前7　三豊警察署前

1212／2　マリンウェーブ2　マリンウェーブ
1212／9　伊吹漁協煮干集出荷場9　伊吹漁協煮干集出荷場

1／6　山本町公民館6　山本町公民館 1／1　朝日山森林公園1　朝日山森林公園

全小中高校の児童生徒の代表 65人が集い「みとよヤングエコサミット」を開催。
事業報告の後、来年度もグリーンカーテン運動を継続することを決定しました。

環境活動を話し合うヤングエコサミット

1212／26　市民交流センター26　市民交流センター

デイリー版ほっとニュースは
市ホームページで

1212
／
1515
・
1616　

市
内
各
所

　

市
内
各
所

清掃美化活動ボランティア実施
スポ少ミニバスケットボール部員 63人と保護者が西香川
病院で窓や机、車いすを拭きました（15日）
高瀬地区地域福祉活動計画実行委員会と香川西校野球部
員約 80人が高瀬駅周辺を清掃しました（16日）

祝 日本一祝 日本一
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小雨の降る中、会員 16人が豊中町内を 6班に分けて、
棒ずり等で高いカーブミラーの清掃作業を行いました。
約 300本のミラーは１時間ほどで綺麗になりました。

麻郵便局長木下守さんに感謝状が贈られました。これ
は郵便局の窓口に来て、振り込みをしようとしていたお
客様の様子から振り込め詐欺ではないかと察し、未然に
防止した功績によるものです。

27人が参加して寄せ植え作りが行われました。松や梅、
葉ボタンなどの配置が決め手となるとアドバイスを受け、
さまざまな配置を試しながら作業を進めていました。

新たに市交通指導員になる本田進さん（詫間町）に辞
令が交付されました。「子どもたちへの声掛けを重視し、
安全に登下校出来るように、しっかり見守っていきます」
と抱負を語りました。

カーブミラーを清掃 振り込め詐欺防止で感謝状 正月用の寄せ植え作り子どもの安全を守ります
1212／5　麻郵便局5　麻郵便局1／4　交通指導員辞令交付4　交通指導員辞令交付1212／2　三豊市勤労協2　三豊市勤労協 1212／8　笠田高校8　笠田高校

みとよくらしのおしらせ
Information' s

確定申告のお知らせ（申告相談は 2月 15日から ※同時配布のチラシ参照）今・来春就職希望者必見！ 市内企業が説明会を初開催

自家用広告物も規制されます  ～美しいまちづくりを目指して～「離島人材育成基金助成事業」で島づくりをバックアップ

▼問い合わせ　観音寺税務署　☎ 25－2191▼問い合わせ　市中小企業振興協議会（産業政策課内）☎ 73－3013

▼問い合わせ　県都市計画課　☎ 087－832－3556・西讃土木事務所　☎ 25－5261▼申し込み・問い合わせ　産業政策課　☎ 73－3013

くらし

お知らせ

所
得
税
の
還
付
申
告
の
受
付
開
始

医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
、
寄
附
金
控
除
な
ど
で
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
人
の
確
定
申
告

の
受
け
付
け
が
観
音
寺
税
務
署
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
2
月
18
日
（
月
）

以
降
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
音
寺
税
務
署
で
は
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
電
子
申
告（
e

－

T
a
x
）を
行
っ
て
お
り
、還
付
手
続

き
が
3
週
間
程
度
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

以
前
、
税
務
署
で
電
子

申
告
し
た
人
は
「
利
用
者

識
別
番
号
」
が
必
要
で
す

の
で
、「
重
要
書
類
在
中
」

と
書
か
れ
た
封
筒
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に
！

消
費
税
の
課
税
事
業
者
（
平
成
22

年
分
の
課
税
売
上
高
が
1,
0
0
0

万
円
を
超
え
る
事
業
者
）
に
該
当
す

る
個
人
事
業
者
は
、
4
月
1
日
（
月
）

ま
で
に
平
成
24
年
分
の
「
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
」

を
作
成
し
て
、
所
轄
の
税
務
署
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
付
に
は
便
利
で
確
実
な

振
替
納
税
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
期
限　

4
月
1
日
（
月
）

振
替
日　

4
月
24
日
（
水
）

市
内
で
が
ん
ば
る
中
小
企
業
を
中

心
に
農
業
や
漁
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
が
集
ま
る
企
業
説
明
会
を
初
開

催
。
香
川
高
専
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
み

ら
い
技
術
共
同
教
育
セ
ン
タ
ー
や
市

商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
観
音
寺
の

後
援
を
得
て
、
事
業
内
容
や
採
用
情

報
な
ど
を
各
ブ
ー
ス
で
P
R
し
ま

す
。

日　

時
2
月
23
日
（
土
）

午
前
10
時
〜

午
後
3
時

場　

所
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

内　

容

 ・
市
内
企
業
・
団
体
の
会
社
説
明
ブ

ー
ス

 ・
が
ん
ば
る
企
業
応
援
事
業
の
平
成

23
・
24
年
度
成
果
発
表
会

 ・
市
も
の
づ
く
り
大
賞
表
彰
展
示

 ・
み
と
よ
マ
ル
シ
ェ
出
品
商
品
販
売

 ・
レ
ゴ
を
使
っ
た
簡
単
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

 ・
産
業
振
興
講
演
会

 ・
出
展
企
業
の
意
見
交
換
会

対　

象
学
生
お
よ
び
保
護
者
、
一
般
市
民

屋
外
広
告
物
の
設
置
に
関
す
る

「
香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
」
が
改

正
さ
れ
、
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
店
舗
や
事
業
所
等
の
敷
地
に

店
名
や
事
業
内
容
な
ど
を
表
示
す
る

「
自
家
用
広
告
物
」
は
、
こ
れ
ま
で

規
制
対
象
の
適
用
除
外
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
一
定
の
規
制
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

市
内
の
主
要
道
路
沿
い
等
（
国
道

11
号
・
県
道
丸
亀
詫
間
豊
浜
線
）
の

許
可
地
域
や
禁
止
区
域
に
お
い
て
、

一
定
規
模
以
上
の
「
自
家
用
広
告
物
」

を
設
置
す
る
時
は
、
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、
既
に

設
置
さ
れ
て
い
る
「
自
家
用
広
告
物
」

で
、
改
正
後
に
設
置
許
可
が
必
要
と

な
る
も
の
は
、
施
行
後
1
年
間
は
許

可
を
受
け
る
こ
と
な
く
設
置
で
き
ま

す
。ま

た
、
こ
れ
ら
の
広
告
物
の
う
ち

許
可
基
準
を
満
た
さ
な
い
も
の
に
つ

い
て
、
そ
の
改
造
や
移
転
、
除
却
な

ど
が
容
易
で
な
い
も
の
は
、
申
請
に

応
じ
て
、
現
状
の
ま
ま
で
の
設
置
が

許
可
さ
れ
ま
す
。

改
正
内
容
な
ど
、
詳
細
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.pref.kagaw

a.
lg.jp/toshikei/okugai/index.
htm

）

対　

象
離
島
に
在
住
ま
た
は
離
島
で
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体
等

助
成
対
象
事
業

（
1
）離
島
の
産
業
振
興
事
業

（
2
）離
島
の
生
活
・
文
化
・
福
祉
の
向

　
　

上
事
業

（
3
）他
の
地
域
と
の
交
流
推
進
事
業

（
4
）そ
の
他
人
材
育
成
に
必
要
な
事

　
　

業
※
自
ら
新
た
に
取
り
組
む
事
業
で
す

※
国
ま
た
は
都
道
府
県
の
補
助
金

　

を
受
け
て
い
る
事
業
、
ま
た
は

　

受
け
よ
う
と
し
て
い
る
事
業
は

　

応
募
不
可

助
成
金
額

助
成
金
支
給
対
象
経
費
の
3
分
の

2
以
内
（
1
事
業
1
0
0
万
円
を

限
度
）

申
し
込
み
期
限

2
月
8
日
（
金
）

募集

催し

自
主
的
に
行
う
離
島
の
住
民
活
動

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
活

力
あ
る
島
づ
く
り
に
必
要
な
人
材
の

育
成
を
し
ま
す
。
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みとよくらしのおしらせ
Information' s

がん検診などの申し込みを忘れずに

確定申告の障害者控除を受けられますみとよマルシェリーフレット完成！

▼申し込み・問い合わせ　健康課　☎ 73－3014

▼問い合わせ　介護保険課 ☎ 73－3017▼問い合わせ　市観光協会 ☎ 56－9121
お知らせ

「みとよん」の肩書きをご応募ください

みとよ観光大使になって市を PRしませんか
▼問い合わせ　産業政策課　☎ 73－3013

▼申し込み・問い合わせ　市観光協会　☎ 56－9121

募集

募集

希
望
申
込
書
を
返
信
し
ま
し
ょ
う

平
成
25
年
度
の
が
ん
検
診
希
望
申

込
書
を
対
象
世
帯
に
送
付
し
ま
す
。

　

ご
家
族
で
内
容
を
確
認
の
う
え
、

希
望
す
る
検
診
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ

て
、
2
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
返
信
す
る
か
、
健

康
課
ま
た
は
各
支
所
ま
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

が
ん
検
診
を
希
望
し
な
い
人
や
市

国
保
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
す
る
人
は

申
込
書
の
返
信
は
不
要
で
す
。

検
診
が
受
け
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

 ・
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検

診
は
集
団
検
診
ま
た
は
指
定
医
療

機
関
検
診
の
ど
ち
ら
か
で
受
診
で

き
ま
す
。

 ・
特
定
健
康
診
査
と
が
ん
検
診
の
実

施
時
期
は
異
な
り
ま
す
。

 ・
検
診
時
の
待
ち
時
間
を
軽
減
す
る

た
め
、
乳
が
ん
検
診
と
胃
が
ん
検

診
は
時
間
予
約
で
案
内
し
ま
す
。

市
国
保
人
間
ド
ッ
ク
を

希
望
す
る
人
へ

平
成
25
年
度
国
民
健
康
被
保
険
者

証
（
3
月
末
発
送
予
定
）
に
同
封
す

る
「
三
豊
市
国
保
人
間
ド
ッ
ク
受
診

申
込
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
知
名
度
向
上
や
P
R
で
活

躍
す
る
「
み
と
よ
ん
」
の
称
号
（
肩

書
き
）
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
奮

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

内　

容
市
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
み
と
よ
ん

に
ふ
さ
わ
し
い
称
号
（
肩
書
き
）

『 

三
豊
（
市
）
○
○
○
○ 

』

※
○
○
○
○
（
字
数
制
限
な
し
）
の

部
分
を
考
え
て
く
だ
さ
い

応
募
方
法
（
メ
ー
ル
の
み
）

sa
n
g
y
o
u
@
city

.m
ito
y
o
.

kagaw
a.jp

ま
で
次
の
事
項
を
お
送

り
く
だ
さ
い
。（
称
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
み
と
よ
ん
へ
の
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
）

※
メ
ー
ル
の
件
名
に
必
ず
「
み
と
よ

ん
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
記

入
が
な
い
も
の
は
無
効
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

応
募
数

1
人
に
つ
き
1
点
。
な
お
、
応
募
い

た
だ
い
た
名
称
に
関
す
る
一
切
の
権

利
は
三
豊
市
に
帰
属
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
限

2
月
14
日
（
木
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て
、
三

豊
市
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
だ
け
る
明
る
く
元
気
な
人
を
募
集

し
ま
す
。
自
薦
、他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

資　

格　

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
18
歳
以
上
の
人
で
、
観
光
イ
ベ
ン

ト
お
よ
び
P
R
活
動
に
参
加
で
き

る
人
（
未
・
既
婚
は
不
問
、
た
だ
し

高
校
生
は
除
く
）

任　

期　

4
月
〜
27
年
3
月
の
2
年
間

　
　
　

  （
再
任
可
）

定　

員　
3
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）

謝　

礼　

年
10
万
円
、
イ
ベ
ン
ト
参

加
時
は
相
当
分
の
謝
礼

主
な
活
動　

市
内
の
主
要
イ
ベ
ン
ト
、

観
光
等
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
友
好
都
市

な
ど
と
の
親
善
イ
ベ
ン
ト
な
ど

※
宿
泊
が
伴
う
場
合
や
乙
姫
衣
装
で

の
参
加
も
あ
り
ま
す

申
し
込
み
期
限　

2
月
28
日
（
木
）

申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
市
観
光
協
会
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
市
観
光
協
会
ま
た
は

市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

健康

くらし

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
障
害

者
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
で
も
平

成
24
年
12
月
31
日
に
お
い
て
、
要
介

護
4
ま
た
は
5
に
認
定
さ
れ
て
い
る

人
は
、（
特
別
）
障
害
者
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
は

確
定
申
告
の
時
に
「
三
豊
市
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
介
護
保
険
課
ま
た
は

各
支
所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
「
み
と
よ

マ
ル
シ
ェ 

de 

地
産
品
」
に
出
展
し

た
商
品
を
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

が
出
来
ま
し
た
。
市
観
光
協
会
・
市

商
工
会
・
産
業
政
策
課
ほ
か
公
共
施

設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

昨年から始まった香川大学サテライトセミナーはテーマごとに専門の先生の話が聞けるとあって、
大勢が参加しています。｢迫る巨大地震とその備え｣ では、「古い家でも補強をすれば倒壊しないの
で早急に耐震診断をしてください」と野田茂教授は訴えました。（次期講座は 26ページ参照）

地域の人たちが守ってきた七宝山中腹にある岩屋寺。
地域の人から ｢岩屋の大蛇｣ という昔話を聞いたり、歴
史を感じる古い石仏を見たりして、紅葉が綺麗なお寺を
みんなで楽しみました。

バングラデシュ、ロッキプール県で地域住民へポリオ
など予防接種の啓発を行う予定の綾里佳さん（三野町）
が市長を表敬し、2年間の任期の意気込みを話しました。

充実の香川大学サテライトセミナー歴史に触れる岩屋寺散策 予防接種事業の改善を
1111／27　比地二幼稚園27　比地二幼稚園 12月　ＪＩＣＡボランティア12月　ＪＩＣＡボランティア こどものためのコンサートこどものためのコンサート

夏休み自由研究
応援隊

夏休み自由研究
応援隊

命を守る地震防災と危機管理
命を守る地震防災と危機管理

所属：みとよ青年会議所

要
介
護
4
ま
た
は
5
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
へ
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今
、
学
校
や
地
域
で
は

　

市
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
で
は

人
権
教
育
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
通
し
て
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
、
友
だ
ち
と
交
流
す
る

う
え
で
の
大
切
な
こ
と
を
学
べ
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
小
学
校
や
中
学

校
で
は
、
保
護

者
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
人
権

の
授
業
や
人
権

発
表
会
を
参
観

す
る
機
会
を
設

け
て
い
ま
す
。

学
ん
だ
り
発
表
す
る
子
ど
も
の
姿

を
通
し
て
、
家
庭
や
地
域
へ
人
権

の
大
切
さ
を
伝
え
る
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

あ
る
中
学
校
で
は
、
一
年
間
を

か
け
て
生
徒
が
取
り
組
ん
だ
人
権

劇
の
発
表
を
通
し
て
、
人
権
や
平

和
の
大
切
さ
を
生
徒
や
保
護
者
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
訴
え
る
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。
参
観
し
た
人
は

生
徒
た
ち
と
一
体
に
な
り
、
感
動

と
共
感
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

三
野
町
、
財
田
町
、
豊
中
町

で
活
動
が
始
ま
り
ま
す

　

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
12
月

15
日
に
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
三

野
」、
17
日
に
「
ま
ち
づ
く
り
推

進
隊
財
田
」、
22
日
に
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
隊
豊
中
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
は
、
理
事

会
で
決
定
し
た
地
域
活
性
化
の
た

め
の
独
自
活
動
、
自
治
会
連
合
会

や
地
区
衛
生
組
織
の
事
務
局
、
防

犯
灯
の
管
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仁
尾
町
、
高
瀬
町
、
山

本
町
で
も
活
動
開
始
に
向
け
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

役
員
、
事
務
所
の
場
所
、
電
話

番
号
、
開
設
日
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
内
分
権
推
進
課

　

☎
73
･
3
0
1
2

　

ま
た
、
一
部
の
公
民
館
で
は
人

権
研
修
会
を
企
画
。
保
育
所
・
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
先
生

が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
を
発
表

し
、
人
権
教
育
が
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

か
ら
は
、「
ど
ん
な
子
ど
も
を
育
て

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
よ
く
分
か

る
」「
わ
た
し
た
ち
も
子
ど
も
た
ち

に
恥
ず
か
し
く

な
い
よ
う
に
せ

な
い
か
ん
な
」

な
ど
好
評
を
得

て
い
る
よ
う
で

す
。

　

地
域
の
中
で

は
、
学
校
・

P
T
A
・
公
民
館
が
一
体
と
な

り
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
こ
う
と
、
人
権
劇
や
人

権
カ
ル
タ
な
ど
を
考
え
、
人
権
集

会
や
な
か
よ
し
集
会
で
発
表
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
校
や
地
域
で

は
人
権
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
機

会
を
見
つ
け
て
積
極
的
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
権
教
育
課　
☎
62
･
1
1
1
9

　

鉾
八
幡
神
社
の
木
造
狛
犬

　

狛
犬
は
神
社
の
魔
よ
け
と
し
て

神
社
や
寺
院
の
入
り
口
な
ど
の
両

脇
に
、
左
右
向
き
合
う
形
も
し
く

は
参
拝
者
と
正
対
す
る
形
で
置
か

れ
て
い
ま
す
。
2
対
の
狛
犬
を
よ

く
見
る
と
、
向
か
っ
て
右
側
は
口

を
開
け
て
い
る
（
阿
形
像
）
の
に

対
し
、
左
側
は
口
を
閉
じ
、
頭
頂

の
角
が
目
立
ち
ま
す
（
吽
形
像
）。

右
側
が
「
獅
子
」
で
、
左
側
が
狭

義
で
の「
狛
犬
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
代
と
と
も
に
、
角
な
ど
の
簡
略

化
が
進
ん
だ
た
め
、
現
在
は
2
匹

で
「
狛
犬
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

狛
犬
は
中
国
大
陸
か
ら
伝
来
し
、

平
安
時
代
に
こ
の
「
獅
子
・
狛
犬
」

と
い
う
日
本
特
有
の
形
が
確
立
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

財
田
町
財
田
上
我
久
に
所
在
す

る
鉾
八
幡
神
社
の
狛
犬
は
2
匹
と

も
木
造
で
、
ヒ
ノ
キ
材
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
大
正
4
年
（
1
9

1
4
年
）
ま
で
は
神
社
の
外
周
に

置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
風
化
の

恐
れ
か
ら
現
在
は
社
殿
内
に
移
さ

れ
て
い
ま
す
。
獅
子
は
両
耳
が
垂

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
狛
犬
は
耳

が
立
ち
、
頭
の
中
央
に
し
っ
か
り

と
角
が
立
っ
て
い
ま
す
。
写
実
的

で
力
強
い
表
現
か
ら
、
鎌
倉
時
代

末
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
16
年
4
月
1
日

に
財
田
町
の
、
合
併
後
は
市
の
指

定
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

鉾
八
幡
神
社
の
木
造
狛
犬
は
、

事
前
に
鉾
八
幡
神
社
へ
申
し
込
み

す
れ
ば
団
体
の
み
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

　

狛
犬
に
は
、
目
や
耳
の
形
が
異

な
っ
て
い
た
り
、
子
連
れ
の
も
の

や
玉
を
持
つ
も
の
が
い
た
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
状
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
近
く
の
神
社
に
参
拝
さ
れ

た
時
は
狛
犬
に
も
目
を
向
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　
☎
62
･
1
1
1
3

がん
ばれがん れ

まちづくり推進隊まちづくり推進隊まちづくり推進隊
10

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
と

は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し

た
い
人
が
自
主
的
に
集
ま

る
、
町
を
単
位
と
す
る
会
員

制
の
組
織
で
す
。
町
民
で
あ

れ
ば
誰
で
も
会
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
、
市
か
ら
交
付
金

を
受
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▲木造狛犬

▲高瀬中学校
　2012人権ポスター

も
く
ぞ
う
こ
ま
い
ぬ

ほ
こ
は
ち
ま
ん

あ
ぎ
ょ
う
ぞ
う

う
ん
ぎ
ょ
う
ぞ
う

し　

し

こ
ま
い
ぬ

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊 

財
田

理
事
長

副
理
事
長

理　
　

事

監　
　

事

場　
　

所

電　
　

話

開
設
日

秋
山　

秀
和

近
藤
美
代
子

鈴
木　

朝
則

秋
山　
　

勇

伊
藤　
　

勝

小
野　

詔
子

川
崎　

保
彦

久
保　

義
博

白
川　

洋
二

谷　
　

邦
男

中
原　

優
季

菅
原　

順
三

前
田　

昭
文

財
田
庁
舎
内

67
・
3
7
9
0

2
月
1
日（
金
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊 

豊
中

理
事
長

副
理
事
長

理　
　

事

監　
　

事

場　
　

所

電　
　

話

開
設
日

藤
田　

芳
廣

大
西　

啓
幸

近
藤
八
重
子

大
西　

元
子

大
森　

士
郎

金
子　

忠
弘

近
藤　

恵
子

千
秋　

泰
啓

藤
田　
　

薫

森
　

　

健

十

川
　

剛

三

野
　

求

豊
中
庁
舎
内

62
・
5
2
1
0

2
月
1
日（
金
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊 

三
野
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マリンウェーブ　☎56－5111マリンウェーブ情報

■対 平成25年度に学校教育法に規定 
　する学校のうち、高等学校の全
　日制、中等教育学校の後期課程、
　特別支援学校の高等部、大学（
　大学院を除く）および高等専門学
　校に在学する人
■要■件市内に住所を有する人
　修学意欲があり、学校長が推薦
　する人
　経済的な理由により修学が困難
　であると認められる人
■内高等学校等　月額１万円以内
　高等専門学校および短期大学
　月額２万円以内
　大学　月額２万5千円以内
■受 2月25日（月）まで
■申■問教育総務課　☎62-1110

■時４月～平成27年３月（２年制）
■場県社会福祉総合センター
■対県内在住の25年４月１日現在
　満60歳以上で、過去にかがわ長寿
　大学を受講したことがない人

■受 2月28日（木）まで
■料25,000円（1年分）
■申■問かがわ健康福祉機構
　☎087-863-0222

■対市内に本社を有する市指定給水
　装置工事事業者
■申■問市上下水道工事業協同組合
　☎62-6561

■時 2月26日（火）午後１時～３時
■場高瀬町社会福祉センター
■数１人30分　４人まで（要予約）
■受２月12日（火）～19日（火）
■申■問福祉課　☎73-3015

【中高年うつ・認知症相談】（要予約）
■時２月４日（月）・３月４日（月）
　午前11時～正午
【思春期相談】（要予約）
■時２月18日（月）午後２時～４時
【心の健康相談】（要予約）
■時２月27日（水）午後２時～４時

■場西讃保健福祉事務所
■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25-2052

■時 2月22日（金）午後1時30分～3時
■場県精神保健福祉センター
■対義務教育修了後のひきこもり状
　態にある青年期（概ね30歳まで）
　の子どもを持つ親
■申■問県ひきこもり地域支援センター
　「アンダンテ」☎087-804-5115

■時 2月27日（水）午前10時～午後4時
■場豊中町保健センター
■対15歳からおおむね39歳までの人
　またはその家族
■内就職支援相談・キャリアカウン
　セリング
■問さぬき若者サポートステーション
　☎0877-58-1080

■時 2月20日（水）
午前10時～午後４時30分

■場高瀬町農村環境改善センター

■内生活支援策の利用、能力開発、
　住居の確保など
■問県労働政策課
　☎087-832-3368

■時２月21日（木）
午前10時～午後５時

■場高松法務局観音寺支局
■受 2月 12日（火）～15日（金）
■申■問高松法務局
　☎087-851-6384

■時 2月23日（土）
　午後１時30分～３時
■場財田町公民館
■講近藤　豊宣　氏
■問財田町公民館　☎67-0108
　山本町公民館　☎63-1041

【即興演劇ワークショップ】
■時 2月13日（水）～3月13日（水）まで
　の毎週水曜日
　午後５時30分～６時30分
【えいごであそぼう】※親子で参加
■時 2月5日（火）･14日（木）･19日（火）
　･21日（木）･26日（火）
　午後３時～４時
■場市総合体育館

■内子どもを対象に演劇･英語を通し
　たコミュニケーション能力の育成
■料各2,500円
■申■問四国学院大学
☎0877-62-2208

【食べて治してハッピーライフ】
（テーマ）丈夫な骨づくり
■時２月８日（金）健康学習
　午後２時～３時
　２月22日（金）調理実習
　午前10時～正午
【腎臓病教室】
■時 2月21日（木）午後3時30分～5時
【夜間糖尿病教室】
■時 2月14日（木）午後６時～７時
【男性の調理実習】
■時２月６日（水）
　午前10時～12時30分
　※各教室、事前予約が必要
　※調理実習は600円必要
■申■問三豊総合病院健康管理センター
　☎52-2726

■時３月９日（土）午前9時50分集合
■場比地大駅
■コ■ー■ス歩行距離約10.6㎞

　比地大駅（9:50）→七宝山トンネ
　ル→曽根果樹園→出口公園→七
　宝山トンネル→高瀬やさい村→高
　瀬町公民館比地二分館→清水菓
　子舗→高瀬駅（15:45ごろ）
■料 800円（保険料含む）
■受３月６日（水）まで
■申■問市観光協会　☎56-9121

■時２月17日（日）午後７時～8時30分
■場山本ふれあい公園
■問山本町公民館　☎63-1041

■時２月９日（土）・10日（日）
午前10時～午後３時

■場四国学院大学
■内表現する喜びや自由な想像力を
　学ぶダンスや即興演劇
■申■問四国学院大学
　☎0877-62-2208

■時２月24日（日）まで（月曜日休館）
　午前９時30分～午後５時
■場財田町公民館
■内色彩や構成、絵の具などの表現工
　夫について学んだ授業の課題作品
■問財田町公民館　☎67-0108

募集

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　　　　　■持＝持参物　■テ＝テーマ　■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

イベント

相談
講座・教室

February

25年度市上下水道工事業
協同組合新規組合員募集

香川求職者総合支援センター
出張相談

スターウォッチング 
月と木星の観察

さぬき若者サポート
ステーションの出張相談

人権教育講演会

土地の筆界に関する相談所

弁護士の多重債務者無料相談会

善通寺一高デザイン科作品展

ひきこもり親の会
市奨学金貸付希望者募集

25年度かがわ長寿大学
受講生募集

精神保健相談日

月のお知らせ2

問い合わせ　企画財政課　☎73－3010▼

熱情!クレメンス･ツァイリンガー ピアノリサイタル
～ウィーンの夕べ～

さぬき映画祭2013

第7回市長杯中学校バスケットボール大会結果
（12月22日実施）

香川大学サテライトオフィス三豊
　　　「香川の糖尿病について学ぼう」

【男子】優　勝　豊中中学校
　　　　準優勝　高瀬中学校

【女子】優　勝　豊中中学校
　　　　準優勝　高瀬中学校

ｗ－とぴあ講座

三豊総合病院2月の健康教室

駅からウォーク　
三豊市みかんの産地、
仁尾町曽保を訪ねて

四国学院大学
ノトススタジオ教育プログラム
子どものためのワークショップ

■時  ２月13日（水）
　 午後７時開演
■料  一般500円
　 学生100円
　 当日ロビーにて

■時  午後７時～８時30分　
■場  豊中町農村環境改善センター
 日程およびテーマ

■時  ２月16日（土）
■内  「青春デンデケデケデケ」
午前10時30分開演
※料金500円
「竜宮、暁のきみ」
午後1時20分開演　※無料
（県内ロケ地：三豊市、高松市）
「海竜を見た日」
午後2時20分開演　※無料
（県内ロケ地：丸亀市本島、高松市、坂出市）

クレメンス･ツァイリンガー

市まちづくりアンケートを実施します
　平成20年に「三豊市新総合計画」（計画期間平成
21年～30年）を作成しました。平成25年度で前期
基本計画の期間が終了することに伴い、平成26年
～30年の5カ年の後期基本計画を作成します。後期
計画の参考とするために、前期基本計画の評価や
市民意識を把握するためのアンケート調査を2月に
行います。調査対象者は、市内在住の16歳以上の
中から無作為に抽出した人です。アンケート調査
が届いた人は、ご協力をお願いします。

問い合わせ　総務課　☎73－3000▼ 問い合わせ　香川大学　☎087－832－1311▼
宝くじの助成金で整備

　宝くじの助成金を受けて、詫間町の香田西自治会は、
自治会館を整備しました。

月　日 内　　容
糖尿病の検査について
食生活を見直すコツ
歯周病と糖尿病の関係
フットケア、日常生活、
災害時の備え
糖尿病のおくすりについて
糖尿病における運動について
～少し体を動かしてみませんか！～

２月７日（木）
２月21日（木）
３月７日（木）

３月21日（木）

４月４日（木）

４月18日（木）

シリーズ

（2/21、3/7は　　）　市民交流センター
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相 談 名 日　　程 時　　間 場　　　　所 問い合わせ

■時３月１日（金）
午後１時30分～３時 30分

■場仁尾町文化会館
■内「命のビザ　六千人のユダヤ人を
　　救った日本領事の決断」　
■数 250人
■問仁尾町図書館　☎56-9565

■時２月15日（金）
　午後１時30分～３時30分
■場仁尾町文化会館
■数 10人
■受２月６日（水）まで
■申■問仁尾町図書館　☎56-9565
　

■時３月２日（土）
　午前11時30分～午後２時
■場マックスバリュ高瀬店
■内骨密度測定、血管年齢測定
■数 100人（先着順）　
■問健康課　☎73-3014

　各分野で日本一になった人を表彰
します。
■時２月24日（日）午後１時～
■場マリンウェーブ

※午後１時30分からは同会場で介
　護講演会が開催されます。講演
　会については整理券が必要です。
■問秘書課　☎73-3001

　昭和の遊びを今の子どもたちに体
験してもらったり、紹介するために
情報を募集します。遊びの名称や使
用した道具、ルールなどのほか、使
用した現物がありましたらお譲りくだ
さい。永く子どもたちに「昭和の遊
び体験」ができるよう利用させてい
ただきます。
■問詫間町民俗資料館　☎83-6858

　岩手県陸前高田市では、東日本
大震災の大津波により、７万本の松
原からたった１本だけ残ったものの
枯死してしまった奇跡の一本松を、
復興のシンボルとして保存するため、
皆さんからの募金の協力を呼びかけ
ています。
■募■金■方■法
【岩手銀行】
（口座 )　高田支店 普通 2051836
(名義 )　奇跡の一本松保存募金 
　代表　陸前高田市長　戸羽　太
【ゆうちょ】
（口座）　02290-9-127013
（名義）　奇跡の一本松保存募金
■問陸前高田市都市計画課
　☎0192-54-2111

■時４月６日（土）～９日（火）
■コ■ー■ス５㎞、10㎞、ハーフ、フル
■行■程三豊市→陜川郡→マラソン大
　会→交流プログラム→韓国国内
　見学→三豊市
■対18歳以上の健康な人
■数 30人程度
■料約８万円（保険料等別途）
■受２月28日（木）まで

　外国人講師と英語で遊び、欧米
の春のお祭り「イースター（復活祭）」
を体験しよう！
　■時３月10日（日）午後２時～４時
■場三野町保健センター
■対３歳児～小学生（保護者同伴）
■料子ども１人1,000円
■受３月８日（金）まで

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

13:30～15:30

日　程 場　　所時　間

高瀬町公民館（さくらの会）

詫間福祉センター（みつより会）

 7日（木）
14日（木）
21日（木）
19日（火）

福祉課　☎73－3015こころの健康相談

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30

日　程 場　　所時　間
詫間福祉センター
高瀬町農村環境改善センター　
山本町老人ふれあいプラザ

　1日（金）
25日（月）
3月1日（金）

日　程 時　間場　　所
詫間福祉センター
豊中町保健センター
山本町保健センター
三野町保健センター
仁尾町福祉会館
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
高瀬町公民館

9：30～11：00

7日（木）
8日（金）
13日（水）
18日（月）
19日（火）
21日（木）
27日（水）

日　程 時　間場　　所
仁尾庁舎
三野町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三豊市役所
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター

10：00～11：00

4日（月）
8日（金）
12日（火）
14日（木）
20日（水）
21日（木）
27日（水）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

日　程 時　間場　　所
高瀬町農村環境改善センター
マリンウェーブ
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター
三野町保健センター
山本町保健センター
仁尾町文化会館

13：30～15：00

12日（火）
13日（水）
15日（金）
19日（火）
21日（木）
22日（金）
26日（火）

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017

健康相談 健康課　☎73－3014

13:00～15:00
10:00～15:00
13:00～15:00
10:00～15:00
13:00～16:00
10:00～15:00
13:00～15:00

財田庁舎
豊中庁舎
三野町社会福祉センター
高瀬町農村環境改善センター
詫間福祉センター
仁尾庁舎
山本庁舎

5日（火）

6日（水）

12日（火）

15日（金）
18日（月）

10:00～15:00

10：00～11：30 上高野文化センター

高瀬町農村環境改善センター
※対象地域は豊中町、三野町、詫間町、仁尾町 

西讃農業改良普及センター
※対象は、新規就農予定者・就農5年以内の
　農業者  

高瀬町農村環境改善センター
※登録商標や企業・技術紹介の相談

13：30～16：00

13:00～16：00
（要予約）

9：30～15：00
（要予約）

財田庁舎
山本町農村環境改善センター
豊中庁舎
高瀬町農村環境改善センター
詫間福祉センター
三野町社会福祉センター
仁尾庁舎

6日（水）

12日（火）
13日（水）

20日（水）

行政相談

人権相談

職業相談

農事相談

就農相談

知的財産
技術相談

総務課　☎73－3000
または各支所

産業政策課　☎73－3013

農業委員会　☎73－3046

☎62－2377

人権課　☎73－3008
または各支所

担い手育成総合支援
協議会事務局
☎62－3075

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　■持＝持参物　■テ＝テーマ　
■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

12日（火）

7日（木）

12日（火）

20日（水）
21日（木）
22日（金）

（12月受付分）心温まる贈りもの税務課からのお知らせ

月のお知らせ2保健・相談

その他

自分で作った消しゴムハンコで
しおりを作ろう

「昭和の遊び」情報を
　お寄せください

女性の健康週間行事
無料でお得な健活体験

奇跡の一本松　保存募金

日本一名誉賞表彰式

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・順不同）

社会福祉協議会へ

みとよ未来技術基金へ

豊中町図書館へ

☆納期限内に納めましょう。
■督促手数料■
地方税法では、納期限までに納付がなかった場合は「納期限後
20日以内に督促状を発しなければならない」ことになっています。
市では、このことを受けて督促状を発送し、条例により督促手数料
を徴収することと定めています。

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼

２月は、 

の納付月です。

(第4期分)
(第8期分) 
(第8期分)
(第8期分)

２月28日（木）口座振替日および納期限

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。休日当番医
日　程 医療機関名 電話番号市町名

永野内科医院
松井病院
　豊永歯科クリニック
しのはら医院
三野小児科医院
　うすき歯科医院
みやしたファミリークリニック
小林整形外科医院
岩崎病院
森内科医院
　パール歯科クリニック
安藤内科医院
国土外科医院
　まなべ歯科医院
藤田脳神経外科医院
富田内科医院
　森歯科医院

3日（日）

10日（日）

11日（月）

17日（日）

24日（日）

3月3日（日）

高瀬町
観音寺市
観音寺市
山本町
観音寺市
観音寺市
高瀬町
観音寺市
詫間町
観音寺市
観音寺市
高瀬町
観音寺市
豊中町
高瀬町
観音寺市
観音寺市

74－6018
23－2111
25－9664
56－7222
25－7788
52－6150
73－4976
25－7311
83－6011
25－7363
25－8025
72－5018
25－0290
62－6480
72－1135
24－0180
25－2077

※　　＝歯科の診療時間は午前9時から正午まで　　　

ちびっこ英会話
「イースターパーティー」参加者募集

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税 普 通 徴 収
介 護 保 険 料 普 通 徴 収
後期高齢者医療保険料普通徴収

▲

申し込み・問い合わせ
㈶三豊市国際交流協会　☎56－5121

（火曜・祝日休館）
http://www.mitoyo.org/

血圧測定・尿検査・健診結果・生活習慣病予防や禁煙等の相談

※　　8日、13日、18日は管理栄養士による栄養相談もあり（要予約）

「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」

少年相談

（少年育成
センター）

☎62－1116

地域包括支援センター　☎73－3017遊ビリテーション
日　程 時　間 場　　所

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30

7日（木）

15日（金）

18日（月）

19日（火）

20日（水）

26日（火）

山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三野町保健センター
市民交流センター
高瀬町農村環境改善センター
仁尾町文化会館
マリンウェーブ
荘内自然休養村センター
二ノ宮地区農業構造改善センター

三野町
三野町
詫間町

上高瀬小学校児童会　高瀬町

詫間町月曜会　　詫間町

田井　秀典　　豊中町

藤井　正計
新庄　利治
大池　敦美

詫間町
財田町

門野　昌三
神原　孝吉

仁尾町図書館上映会

☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

韓国陜川郡韓国陜川郡
「さくらマラソン大会」「さくらマラソン大会」
　市民ランナー募集！　市民ランナー募集！
　～スポーツを通して　～スポーツを通して
　　　交流を深めましょう～　　　交流を深めましょう～

韓国陜川郡
「さくらマラソン大会」
　市民ランナー募集！
　～スポーツを通して
　　　交流を深めましょう～
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※このコーナーの個人情報を営業目的等に利用することを禁じます。※このコ ナ の個人情報を営業

ふぉとぎゃらりぃ 2月
生まれ

❶
❷
❸
❹

永
ながい

井　統
とうご

伍ちゃん
2012年2月21日
隆弘・園子（三野町）
とうごくん1歳の
お誕生日おめでと
う！元気いっぱい
成長してね♡

❶
❷
❸
❹

三
みよし

好　元
げんき

氣ちゃん
2012年2月25日
健一・涼子（三野町）
いつも♡たくさん
の笑顔をありがと
う。元氣いっぱい大
きくなぁれ

❶
❷
❸
❹

古
ふるよし

𠮷　優
ゆうと

音ちゃん
2012年2月1日
英幸・由紀（豊中町）
笑顔のかわいい優
音くん。このまま元
気で大きくな～れ

❶
❷
❸
❹

中
なかじま

嶋　泰
たいし

士ちゃん
2012年2月27日
孝行・幸江（豊中町）
泰士のかわいい笑
顔が大好き！おお
らかな男の子に育
ってね

❶
❷
❸
❹

宮
みやざき

崎　竜
りゅうせい

聖ちゃん
2012年2月2日
直也・恵美（財田町）
竜のように強く優
しくいつも可愛い
笑顔を絶やさず大
きくなってね

子育てするなら子育てするなら三豊が一番！三豊が一番！ 子 ど も ・ 子 育 て ・ 笑 顔 の み と よも 子 育育子 どど もも 子 育 て 笑 顔 の み と よ

ここ み笑 通信え

ホームページにも
アクセスしてください!!
http://www.kokoemi.jp/

ケータイ・スマホは
こちらからアクセス!

子育て情報満載!!

対象 日程 受付時間 場所
４･10カ月児健診

（平成24年10月生まれ）
（平成24年4月生まれ）

19日（火）

13:30
～

13 :50

豊中町保健センター

26日（火） 三野町保健センター

1歳6カ月児健診
（平成23年7月生まれ）

  6日（水） 三野町保健センター

  7日（木） 豊中町保健センター

3歳児健診
（平成21年7月生まれ）

14日（木） 三野町保健センター

21日（木） 豊中町保健センター

対象 日程・時間 場所

16週以降の妊婦
（希望者は13日～26日
までに電話でお申し込
みください）

 27日（水）
9:30～12:00

豊中地域
子育て支援センター

対象 日程・時間 場所

平成24年10月～
12月生の乳児と
保護者
（希望者は27日か
ら3月12日までに
電話でお申し込み
ください）

3月13日（水）
①10:00～
11:00
または

②11:00～
12:00

三野町
保健センター

対象 日程・時間 場所

1歳未満児を持つ
家族
（希望者は15日～
27日までに電話で
お申し込みくださ
い）

 3月6日（水）
10：30～11：30

三野町
保健センター

対象 日程・時間 場所

18歳未満の子ど
もとその保護者
（希望者は25日ま
でに電話でお申し
込みください）

 26日（火）
13：30～15：00

豊中町
保健センター

対象 日程・時間 場所

16週以降の妊婦と夫
（希望者は12日～22日
までに電話でお申し込
みください）

 24日（日）
9:30～12:00 三野町保健センター

対象 日程・時間 場所

10カ月～3歳（市内在
住）の子どもと保護者
（申込不要）

25日（月）
10:00～11:00

すくすくランド
たくま広場

乳幼児健診

▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎ 73－3016

◎乳幼児健診はお子さんの成長・発達を知る節目の時期に実施しています。
　ぜひこの機会に受けましょう。

◎持参物　歯ブラシ、コップ

◎県の専門員が相談に応じます。
◎保護者のみの相談も可能です。

◎申し込み時に①または②の希望の時間をお選びください

◎託児あり（申し込み必要）

プレママひろば

ベビーマッサージ教室

離乳食講習会

児童相談

パパママ教室

楽しい歯磨き教室

子どもの予防接種は順調に進んでいますか？子どもの予防接種は順調に進んでいますか？

母子健康手帳を確認して、まだ受けていない人は母子健康手帳を確認して、まだ受けていない人は

早めに受けましょう！早めに受けましょう！

▲

問い合わせ　子育て支援課　問い合わせ　子育て支援課　☎ 7373 － 30163016

3 月 1 日3 月 1 日（金）～ 7 日～ 7日（木）は「予防接種週間」「予防接種週間」

区　　　　分 単位期間 1人当たりの金額

年間を通して入会する場合
（年度途中の入退会を含む） 1カ月

8月以外 3,000 円

8月 6,000 円

学校休業期間中に
限り入会する場合

夏季休業日① 7月 21日～ 31日 2,000 円

夏季休業日② 8月 1日～ 31日 6,000 円

冬季休業日 12月 25日～ 1月 7日 2,000 円

学年末休業日 3月 25日～ 31日 2,000 円

学年始休業日 4月 1日～ 5日 2,000 円

市放課後児童クラブ
保育料が変更されます

平成 25 年度から放課後児童クラ
ブの保育料が、三豊市放課後児童ク
ラブ条例の一部改正により変更とな
ります。
なお、保育料の納入は原則口座振
替となります。ご協力をお願いします。

▶問い合わせ　子育て支援課　☎ 73－3016

●ヒブワクチン予防接種の追加接種●ヒブワクチン予防接種の追加接種

2カ月以上7カ月未満で
接種を開始した人

3回目接種後、おおむね1年後の間隔で

7 ～ 13カ月の間に

7カ月以上11カ月未満で
接種を開始した人

2回目接種後、おおむね1年後の間隔で

7 ～ 13カ月の間に

●麻しん風しん混合予防接種●麻しん風しん混合予防接種

予診票を紛失した場合は再発行できますので、
母子健康手帳をご用意の上、お問い合わせください

第 2期 第 3期 第 4期

接種間隔が
変わったよ。

第
5歳児
（年長）

中学校
1年生

高校
3年生

接種期限は 3 月 31日までです。
平成 24年度の対象者は
左図で確認してください。

市
内
在
住
で
、満
1
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
愛
ど
る
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
4
月
生
ま
れ
で
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
2
月
12
日（
火
）〜
28

日（
木
）の
期
間
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、必
要
事
項
を
記
載
の
上
、写
真（
デ
ー
タ
可
）を
添
え
て 

、秘
書

課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▲

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秘
書
課　

☎
73
・
3
0
0
1

愛どる募集
4月生まれの

❶おなまえ
❷生年月日
❸両親の名前（町名）
❹メッセージ
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